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東日本大震災被災地訪問東日本大震災被災地訪問
地域・人々と連帯つづける地域・人々と連帯つづける

医
療
営
利
化
の
問
題
点
指
摘

医
療
営
利
化
の
問
題
点
指
摘

参
議
院
で
武
村
副
理
事
長
が
意
見
陳
述

参
議
院
で
武
村
副
理
事
長
が
意
見
陳
述

2424
市
町
へ
広
が
る

市
町
へ
広
が
る

こ
ど
も
医
療
費　

中
３
ま
で
無
料

こ
ど
も
医
療
費　

中
３
ま
で
無
料

診
療
内
容
向
上
研
究
会

診
療
内
容
向
上
研
究
会
5050
年年

1010
月
で
５
０
０
回
に

月
で
５
０
０
回
に

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

選
挙
と
総
理
は
言

う
が
、
大
義
の
な

い
選
挙
で
あ
る
。

選
挙
で
使
わ
れ
る

国
民
の
血
税
６
０
０
億
円
を
医

療
費
に
回
し
て
も
ら
い
た
い
▼

消
費
税
増
税
分
は
福
祉
目
的
に

使
う
と
喧
伝
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
５
兆
円
の
増
税
分
は
、

た
っ
た
０
・
５
兆
円
し
か
医
療

福
祉
の
充
実
に
使
わ
れ
ず
、
法

人
減
税
の
穴
埋
め
、
無
駄
な
公

共
事
業
に
使
わ
れ
た
。
不
況
時

に
増
税
し
て
、
経
済
が
好
転
し

た
こ
と
は
歴
史
的
に
１
回
も
な

い
。
円
安
で
輸
入
品
の
物
価
が

上
が
り
、
給
与
は
増
え
て
い
な

い
。
消
費
は
低
迷
し
て
い
る
。

ま
ず
減
税
し
て
国
民
の
懐
を
豊

か
に
す
べ
き
で
、
本
末
転
倒
ア

ベ
コ
ベ
ミ
ク
ス
と
人
は
言
う
。

株
価
の
み
上
昇
す
る
格
差
社
会

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
安

倍
内
閣
が
続
く
と
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
が
起
こ
る
▼
安
倍
内

閣
に
と
っ
て
景
気
の
こ
と
よ

り
、
日
本
を
戦
争
が
で
き
る
国

に
す
る
こ
と
が
最
大
目
的
で
あ

る
と
喝
破
さ
れ
る
。
政
治
の
流

れ
を
変
え
よ
う
▼
小
選
挙
区
制

で
は
立
候
補
者
の
顔
は
よ
く
分

か
る
が
、
多
数
の
死
票
を
生
み

民
意
を
十
分
反
映
で
き
な
い
。

数
理
経
済
学
の
ゲ
ー
ム
理
論
か

ら
発
展
し
、
政
治
学
の
理
論

「
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
法
則
」

に
よ
る
と
、
一
つ
の
選
挙
区
で

ｎ
人
の
議
員
を
選
ぶ
場
合
ｎ
＋

１
の
政
党
し
か
長
期
的
に
は
存

続
し
な
い
。
２
大
政
党
制
と
い

う
安
定
し
た
（
？
）
政
治
に
な

る
と
い
う
が
、
こ
の
20
年
間
で

20
以
上
の
政
党
が
第
３
極
と
し

て
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
野
合

乱
立
し
、
４
年
以
上
存
続
し
て

い
る
の
は
民
主
党
だ
け
で
あ

る
。
例
外
と
し
て
公
明
党
は
自

民
と
連
立
し
、
共
産
党
は
比
例

代
表
と
し
て
増
加
し
て
い
る
。

自
民
党
の
悪
政
を
断
ち
切
る
つ

も
り
で
選
挙
に
臨
も
う 

（
鼻
）

談 話

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

各党候補者インタビュー② ３面

保険診療のてびき
栄養サポートチーム（NST）における漢方治療の実際

研
面
究 ８面

患
者
・
市
民
と
と
も
に

患
者
・
市
民
と
と
も
に

ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
署
名
５
万
筆
へ

ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
署
名
５
万
筆
へ

　

協
会
が
取
り
組
む
、

政
府
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
受
診
時
定
額
負

担
な
ど
の
患
者
負
担
増

計
画
を
食
い
止
め
る
患

者
署
名
活
動
は
、
会
員

医
療
機
関
、
友
好
団
体

の
協
力
も
得
て
、
１
万

筆
を
超
え
る
署
名
を
集

め
て
い
る
。
５
万
筆
を

め
ざ
し
、
全
会
員
10
筆

以
上
の
署
名
を
お
願
い

し
、
２
０
１
５
年
の
通

常
国
会
に
提
出
予
定
。

　

今
次
改
定
は
、
実
質
マ
イ
ナ
ス

改
定
（
▲
１
・
26
％
）
で
、
実
態

を
無
視
し
た
「
入
院
か
ら
在
宅
」

「
医
療
か
ら
介
護
へ
」
の
誘
導
を

示
す
内
容
と
な
っ
た
。
７
対
１
入

院
基
本
料
の
算
定
要
件
が
厳
し
く

さ
れ
、
患
者
に
早
期
退
院
を
迫
る

一
方
、「
同
一
建
物
居
住
者
」
に

つ
い
て
、
訪
問
診
療
に
か
か
わ
る

点
数
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
協
会
の
新
点
数
研
究
会
に
は

３
０
７
９
人
が
参
加
し
「
あ
ま
り

に
も
不
合
理
な
改
定
だ
」
な
ど
、

怒
り
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

参
議
院
内
閣
委
員
会
で
５
月

15
日
、
健
康
・
医
療
戦
略
推
進

法
案
と
独
立
行
政
法
人
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構
法
案
に
関
す

る
参
考
人
質
疑
が
行
わ
れ
、
協

会
か
ら
武
村
義
人
副
理
事
長
が

参
考
人
と
し
て
陳
述
し
た
。

　

地
域
医
療
に
従
事
す
る
開
業

医
の
立
場
か
ら
神
戸
医
療
産
業

都
市
の
問
題
点
を
示
し
、
経
済

成
長
の
た
め
に
医
療
分
野
で
先

端
的
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と

い
う
両
法
案
の
問
題
点
を
指
摘

し
た
。

は
、
今
年
度
か
ら
外
来
一
部
負

担
金
の
上
限
を
、
１
日
５
０
０

円
に
す
る
な
ど
拡
充
が
行
わ
れ

て
い
る
。
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

な
ど
地
道
に
各
市
町
へ
働
き
か

け
て
き
た
運
動
が
結
実
し
て
い

る
。

　

一
方
、
兵
庫
県
は
老
人
医
療

費
助
成
、
母
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
の
大
幅
削
減
計
画
を
打
ち

出
し
、
協
会
は
反
対
署
名
に
取

り
組
ん
だ
。

　

自
治
体
が
実
施
す
る
こ
ど
も

医
療
費
助
成
は
、
４
市
（
宝
塚

帰
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
国
だ

と
、
当
時
の
人
々
が
考
え
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
当
時

の
日
本
人
は
、
富
国
強
兵
政
策

で
列
強
の
仲
間
入
り
を
し
て
覇

権
を
め
ざ
す
の
を
止
め
、
日
本

国
憲
法
前
文
で
高
ら
か
に
う
た

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
和
と

福
祉
の
国
と
し
て
王
道
を
目
指

す
と
決
意
し
た
。
今
回
の
衆
議

院
選
挙
は
、
こ
の
原
点
に
立
ち

返
る
選
挙
で
あ
る
。

　

今
、
何
よ
り
も
な
い
も
の
は

希
望
で
あ
る
。
希
望
を
勝
ち
取

る
た
め
に
み
ん
な
で
投
票
に
行

こ
う
。

着
し
、
人
材
を
増
や
す
な
ど
、

社
会
保
障
の
充
実
を
行
う
た
め

に
は
、
財
源
問
題
の
議
論
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は
こ
の
２
年
間
、

憲
法
改
正
、
日
米
軍
事
同
盟
堅

持
、
原
発
再
稼
働
、
社
会
保
障

費
削
減
、
大
企
業
優
遇
な
ど
、

明
治
以
来
の
「
富
国
強
兵
」
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
政
策
を
次
々

打
ち
出
し
て
き
た
。

　

69
年
前
の
第
二
次
世
界
大
戦

終
了
時
、
沖
縄
の
人
々
が
、
な

ぜ
日
本
国
へ
の
復
帰
を
望
ん
だ

の
か
。
そ
れ
は
前
文
に
象
徴
さ

れ
る
世
界
一
す
ば
ら
し
い
憲
法

を
持
っ
て
い
る
日
本
国
は
、
復

協会業務は、年内は12月26日㈮まで
　　　　　　新年は１月６日㈫からです。

本紙12月25日付は休刊いたします。

事務局休務のお知らせ

2014年総選挙特集

会員投稿「投票に行こう」 ３・５面
政策座談会 ４・５面

被
災
地
の
方
と
懇
談
し
、
課
題
を
学

ぶ
（
２
月
11
日
、
陸
前
高
田
市
・
朝

日
の
あ
た
る
家
）

　東日本大震災から来年の３月11日で４年にな
る。兵庫協会は東日本大震災発生直後から訪問
活動に取り組み、被災地との連帯を続けてい
る。

　

協
会
の
学
術
研
究
会
で

あ
る
診
療
内
容
向
上
研
究

会
（
診
内
研
）
が
10
月
11

日
の
開
催
で
５
０
０
回
を

迎
え
た
。
開
業
保
険
医
の

原
点
で
も
あ
る
日
常
診
療

内
容
の
研
鑽
・
向
上
の
た

め
の
研
究
会
と
し
て
、
保

険
医
ク
ラ
ブ
時
代
の
１
９

６
４
年
５
月
に
第
１
回
目

を
ス
タ
ー
ト
。
以
来
50
年

間
、
毎
月
、
時
々
の
会
員

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
テ
ー

マ
で
開
催
し
て
い
る
。

平
和
と
福
祉
の
国
へ

池内 春樹理事長

　

12
月
２
日
公
示
、
14
日
投
開

票
で
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ

る
。
解
散
の
大
義
は
何
だ
ろ
う

希
望
勝
ち
取
る
た
め

投
票
へ
行
こ
う

か
。
12
月
14
日
と
い
え
ば
赤
穂

浪
士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
日

だ
。
喧
嘩
両
成
敗
を
行
わ
な
か

っ
た
公
儀
に
異
議
を
唱
え
た
討

ち
入
り
だ
っ
た
。
14
日
の
投
票

は
安
倍
政
権
へ
の
異
義
申
し
立

て
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
み

ん
な
で
投
票
に
行
こ
う
。

　

安
倍
政
権
の
問
題
点
は
何
だ

ろ
う
か
。
少
子
高
齢
時
代
、
い

か
に
経
済
を
活
性
化
す
る
か
は

難
し
い
問
題
で
あ
る
。
安
倍
政

権
は
財
政
出
動
、
金
融
緩
和
を

行
っ
た
が
株
高
、
円
安
を
も
た

ら
し
た
だ
け
で
、
輸
出
企
業
は

潤
っ
て
い
る
が
、
原
料
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
企
業
は
困
っ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
ん

だ
今
日
、
製
造
業
は
世
界
各
地

に
工
場
を
作
っ
て
い
る
。
日
本

に
残
っ
て
い
る
企
業
で
も
、
人

件
費
削
減
の
た
め
非
正
規
雇
用

が
増
え
て
い
る
。
公
共
投
資
を

増
や
し
て
も
熟
練
工
は
す
ぐ
に

は
増
え
な
い
。

　

年
金
・
医
療
・
介
護
の
費
用

が
増
加
す
る
現
在
、
地
域
に
密

医
療
の
目
的
は
経
済
成
長
で
は
な

く
健
康
を
守
る
こ
と
と
訴
え
る
武

村
副
理
事
長　
　
　
　
　
　
　
　

会場いっぱいの改定研究会
（３月23日、神戸） 　　　

池内理事長（手前）らの呼びかけに、通行人
が次々と署名した（11月８日、神戸元町） 　

２
面
へ
つ
づ
く

「
中
３
ま
で
無
料
」
を
求
め
る

請
願
が
採
択
さ
れ
、
神
戸
市
で

市
、
高
砂
市
、
篠
山

市
、
南
あ
わ
じ
市
）

で
新
た
に
医
療
費
が

入
院
・
通
院
と
も
中

３
ま
で
無
料
と
な

り
、
県
下
41
市
町
の

う
ち
、
24
市
町
に
達

し
た
。
姫
路
市
で
は

協会作成のリーフレッ
トとポスター　　　　

５
０
０
回
目
は
、
神
戸
大
学
感
染
症

内
科
の
山
本
舜
悟
先
生
が
講
演
し
、

91
人
が
参
加
し
た　
　
　
　
　
　
　

ZZoooom m uu
pp

20142014
2014年の協会活動を写真とともにふり返る。2014年の協会活動を写真とともにふり返る。

診療報酬改定　　　　　診療報酬改定　　　　　
マイナス改定に怒りの声マイナス改定に怒りの声
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不安や悩みに不安や悩みに
耳を傾ける耳を傾ける

過
去
を
学
ん
で

過
去
を
学
ん
で

反
核
・
平
和
運
動
さ
ら
に

反
核
・
平
和
運
動
さ
ら
に

「保険でより良い歯科医療」「保険でより良い歯科医療」
意見書採択　市町の６割に意見書採択　市町の６割に

多彩な講師招き多彩な講師招き
政策・学術研究会政策・学術研究会

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
が
取
り
組

む
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
自

治
体
請
願
は
、

新
た
に
川
西
市

で
採
択
さ
れ
、

採
択
議
会
は
25

市
町
と
な
り
、

県
下
の
６
割
に

達
し
た
。

　

ま
た
、
法
政

大
学
教
職
課
程

セ
ン
タ
ー
教
授

の
左
巻
健
男
先

生
を
講
師
に
市

民
講
座
「『
健

康
食
品
』
の
ウ

ソ
、
ホ
ン
ト―

　

反
核
・
平
和
の
取
り
組
み
で

は
、
保
団
連
が
５
月
に
開
催
し

た
中
国
ハ
ル
ビ
ン
視
察
ツ
ア
ー

で
、
加
藤
擁
一
副
理
事
長
が
団

長
を
務
め
、
８
月
に
は
加
藤
副

理
事
長
を
講
師
に
報
告
学
習
会

　

協
会
で
は
最
新
の
学
術
知
見
や
医
療
政

策
、
平
和
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
学
ぼ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
を
開
催
。
多
数

の
会
員
や
市
民
の
参
加
で
好
評
を
博
し

た
。

　

①
沖
縄
国
際
大
学
大
学
院
教
授
の
前
泊

博
盛
先
生
（
２
／
22
、
九
条
の
会
講
演

会
）、
②
兵
庫
県
医
師
会
会
長
の
川
島
龍

一
先
生
（
４
／
12
、
政
策
研
究
会
）、
③

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
の

植
田
和
弘
氏
（
５
／
18
、
第
85
回
評
議
員

会
）、
④
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

講
師
の
櫻
井
英
俊
氏
（
６
／
15
、
第
46
回

総
会
）、
⑤
詩
人
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド
氏
（
７
／
27
、
反
核
医
師
の
会
総

会
）、
⑥
元
内
閣
法
制
局
長
官
の
阪
田
雅

裕
氏
（
11
／
16
、
第
86
回
評
議
員
会
）

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

を
行
い
、
戦
争
の
実
相
を

伝
え
、
平
和
憲
法
を
守
り

ぬ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
会

員
・
市
民
と
共
有
し
た
。

　

11
月
に
福
岡
で
開
催
さ

れ
た
反
核
医
師
・
歯
科
医

師
の
つ
ど
い
に
協
会
か
ら

４
人
が
参
加
。
全
国
の
医

師
、
歯
科
医
師
と
と
も
に

核
廃
絶
の
実
現
に
向
け
て

運
動
を
強
め
て
行
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
サ
プ
リ
の
真

実―

」
を
11
月
に
開
催
し
、
医

療
関
係
者
と
市
民
ら
１
３
０
人

が
参
加
し
た
。

市
民
ら
１
３
０
人
が
参
加
し
た
左
巻
氏

に
よ
る
講
演
会
（
11
月
９
日
）　
　
　

７
３
１
部
隊
の
犠
牲
者
に
献
花
す
る

加
藤
副
理
事
長
（
左
、
ハ
ル
ビ
ン
）

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

①
厚
労
省
は
２
０
１

７
年
度
末
に
全
廃
す
る
と
し
て

き
た
「
介
護
療
養
病
床
」
を
条

件
付
き
で
認
め
る
方
針
を
固
め

た
。
背
景
に
は
在
宅
介
護
の
体

制
や
介
護
施
設
の
整
備
の
遅
れ

が
あ
る
。
②
安
倍
首
相
は
来
年

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費

税
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
１

年
半
先
送
り
し
、
11
月
21
日
に

衆
議
院
の
解
散
を
行
う
と
発
表

し
た
。
衆
院
選
は
12
月
２
日
公

示
、
14
日
投
開
票
と
な
る
。
争

点
と
し
て
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
評
価
、
消
費
税
増
税
の
先
送

り
か
中
止
か
、
安
保
法
制
、
原

発
再
稼
働
な
ど
が
挙
が
っ
て
い

る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

総
選
挙
に

向
け
「
開
業
保
険
医
の
重
点
要

求
（
案
）」
の
決
定
と
発
表
、

各
党
・
候
補
者
へ
の
働
き
か

け
、
保
険
医
新
聞
へ
の
会
員
投

稿
掲
載
な
ど
の
取
り
組
み
が
承

認
さ
れ
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

秋
の
市

民
講
座
「
健
康
食
品
の
ウ
ソ
、

ホ
ン
ト―

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
サ

プ
リ
の
真
実―

」
に
１
３
０
人

の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
震
災
対
策　

阪
神
・
淡
路
大

震
災
救
援
・
復
興
県
民
会
議
が

災
害
援
護
資
金
返
済
免
除
問
題

に
つ
い
て
神
戸
市
交
渉
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

震
災
20
年
メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
企

画
・
市
民
公
開
講
演
会
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
何
が
起
き
る
の

か
（
12
／
13
）」
へ
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
文
化
部　

晩
秋
六
甲
ウ
ォ
ー

ク
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
新
春
保

険
医
寄
席
の
各
企
画
が
紹
介
さ

れ
た
。

 

（
11
月
22
日
理
事
会
よ
り
）

　

協
会
で
は
、
10
月
〜
11
月

を
「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」

と
し
て
取
り
組
み
、
会
員
数

は
節
目
の
７
２
０
０
人
を
突

破
し
、
７
２
０
４
人
と
な
り

ま
し
た
。
２
カ
月
間
で
昨
年

を
上
回
る
52
人
の
入
会
を
得

て
、
実
増
が
13
人
と
な
り
、

歯
科
会
員
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
の
先
生
方
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
が

前
進
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
好
評
の
在
宅
医
療
研

究
会
や
保
険
請
求
事
務
講
習

会
、
診
療
に
役
立
つ
多
彩
な

研
究
会
や
会
員
懇
談
会
、
審

査
指
導
対
策
、
新
規
開
業
医

研
究
会
や
開
業
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
開
業
サ
ポ
ー
ト
、
グ
ル

ー
プ
保
険
・
休
業
保
障
制
度

・
保
険
医
年
金
の
協
会
３
大

共
済
制
度
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

「
身
近
で
役
に
立
つ
」
協
会

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
ス
ト
ッ
プ
患

者
負
担
増
」
署
名
活
動
や
市

民
向
け
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
、
ラ

ジ
オ
番
組
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活

動
、
国
会
行
動
な
ど
に
取
り

組
み
、
国
民
皆
保
険
と
社
会

保
障
を
守
る
運
動
を
積
極
的

に
す
す
め
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
会
員
の
生
活
と

権
利
を
守
り
、
先
生
方
の
身

近
な
ご
要
望
に
機
敏
に
応
え

る
協
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
先
生
方
の
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

過
去
最
高
の
７
２
０
４
会
員
へ

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

医業に精通し、納税者の立場に立った協会の税理士がサポート！

税経個別相談会
日　時　2015年１月18日（日）、24日（土）、２月７日（土）、８日（日）、
　　　　15日（日）、22日（日）各13時～17時の間
会　場　協会会議室
費　用　１時間あたり5000円（医経研会員は年２回まで無料）
事前予約制。お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 山下まで

歯科保険請求

66

Ｑ１　歯科におけるリハビリテーション
には、どのような点数があるか。
Ａ１　摂食機能療法、歯科口腔リハビリ
テーション料１（歯リハ１）、歯科口腔
リハビリテーション料２（歯リハ２）な
どがあります。
　歯リハ１は、次の二つに分かれていま
す。
・有床義歯装着患者・１口腔につき月１
回：困難な場合120点、その他100点
・摂食機能の改善目的の舌接触補助床装
着患者・１口腔につき月４回：190点
　歯リハ２は、顎関節症患者で顎関節治
療用装置装着患者・１口腔につき月１
回：50点（要届出）
　名称が紛らわしいため、分かりやすい

名称に変更するよう、保団連を通じて厚
労省に改善を要望しています。
Ｑ２　歯リハ１や義管などの、「困難な
場合」の要件は何か。
Ａ２　困難な場合とは、FD装着、また
は、９歯以上のPDであり臼歯部残存歯
で垂直的咬合関係がないもののことで
す。レセプトの傷病名欄で困難であるこ
とが判別できない場合は、傷病名欄に欠
損状態が分かる歯式の記載や、摘要欄に
「臼歯部のすれちがい咬合」「対顎にFD
装着」などと分かるように記載してくだ
さい。
Ｑ３　摂食機能療法開始後の歯リハ１
（舌接触補助床）のカルテ記載など算定
のポイントは。
Ａ３　カルテ記載は、摂食機能療法→治
療の開始および終了時刻、治療内容の要
点。歯リハ１→調整方法および調整部位
または指導内容もしくは修理部位および
修理内容の要点です。
　レセプト記載は、摂食機能療法→摘要
欄に治療の実施日、実施時刻（開始時刻
と終了時刻）。歯リハ１→摘要欄記載な
しです。

〈歯科における
 リハビリテーション〉

３カ月以内 ３カ月超

摂食機能療法 １日につき185点 月４回185点

歯リハ１（舌接触補助床） 月４回190点 月４回190点

上記の併算定 日が異なれば可 同月内不可

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」へ
の

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　東日本大震災・福島第一原発事故によ
り兵庫県に避難している人を対象とした
避難者健康診断が、３月と８月に兵庫県
民主医療機関連合会の主催で実施され
た。協会の池内春樹理事長、脇野耕一理
事らが診察し、健康への不安や悩みを聞
いた。

県内避難者を診察する脇野理事
（８月３日）　　　　　　　　　

避難者健診避難者健診

●④ ●⑥

●③

●⑤

●①●②
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事
故
の
教
訓
わ
す
れ

原
発
推
進
に
戻
っ
て
い
い
の
か

特　

集

特　

集

　

12
月
14
日
投
票
の
総
選

挙
に
あ
た
り
、
各
党
候
補

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
前
号

に
ひ
き
つ
づ
い
て
掲
載
す

る
。
11
月
28
日
に
維
新
の

党
の
新
原
秀
人
氏
、
29
日

に
次
世
代
の
党
の
杉
田
水

脈
氏
が
応
じ
た
も
の
。

　

新
原
秀
人
氏
は
、
２
年
間
の

安
倍
自
公
政
権
の
政
治
に
つ
い

て
「
大
企
業
や
富
裕
層
を
応
援

す
る
政
治
。
維
新
の
党
は
中
小

業
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
多

く
の
国
民
の
立
場
に
立
っ
た
政

治
を
め
ざ
し
て
い
る
」
と
し
、

政
府
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

「
賃
金
を
引
き
上
げ
る
前
に
、

消
費
税
増
税
、
物
価
上
昇
の
誘

発
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、

最
大
の
誤
り
」
と
の
べ
た
。

　

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
マ
イ
ナ

ス
も
、
経
済
の
大
部
分
を
占
め

る
個
人
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
た

た
め
」
だ
と
し
、「
賃
金
を
引

き
上
げ
る
か
、
物
価
を
下
げ
る

か
し
て
、
個
人
の
可
処
分
所
得

を
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
処
方

箋
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
、「
国
民
皆
保
険
制
度
は

医
師
、
歯
科
医
師
を
は
じ
め
、

医
療
従
事
者
の
使
命
感
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
政
府
は

大
企
業
に
賃
上
げ
を
迫
る
な

ら
、
自
ら
医
療
従
事
者
の
賃
金

を
決
め
る
診
療
報
酬
を
引
き
上

げ
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
の
べ
、

実
際
に
そ
の
点
を
国
会
で
麻
生

財
務
相
に
質
し
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
２
０
１
７
年

４
月
に
消
費
税
の
再
増
税
を
景

気
動
向
に
関
係
な
く
行
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
あ

り
え
な
い
。
実
際
に
、
首
相
は

『
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
相
当

の
経
済
不
況
が
起
き
れ
ば
、
考

え
る
』
と
述
べ
て
お
り
、
事
実

上
、
景
気
判
断
条
項
を
盛
り
込

む
こ
と
に
等
し
い
。
矛
盾
し
て

い
る
」
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
、「
消
費
税
に
頼
っ
て

現
在
の
社
会
保
障
制
度
を
維
持

す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
社
会

保
障
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
の
べ
、
現
在
60
歳
に
な

っ
て
い
る
定
年
を
、
希
望
す
れ

ば
65
歳
、
70
歳
ま
で
確
実
に
働

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
年
金
財
源
へ
の
負
荷
を
減

ら
す
と
と
も
に
、
働
く
こ
と
で

健
康
管
理
へ
の
動
機
づ
け
を
与

え
、
医
療
保
険
制
度
も
持
続
可

能
に
な
る
と
制
度
改
善
案
を
示

し
た
。

　

ま
た
、「
一
強
と
言
わ
れ
る

自
民
党
の
大
企
業
、
富
裕
層
、

東
京
中
心
の
政
治
に
対
抗
す
る

た
め
、
一
致
で
き
る
と
こ
ろ
で

は
、
民
主
党
は
も
ち
ろ
ん
、
共

産
党
と
も
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
野
党
の
立
場
に
立
っ
て

奮
闘
す
る
決
意
を
の
べ
た
。

　

杉
田
水
脈
氏
は
、
政
府
の
経

済
政
策
に
つ
い
て
、「
次
世
代

の
党
は
、
金
融
緩
和
に
反
対
し

て
い
な
い
。
公
共
支
出
を
増
や

す
こ
と
に
つ
い
て
も
賛
成
だ

が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
既
存
の
ハ
コ
モ
ノ
事
業
で
は

な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
開
発

な
ど
付
加
価
値
の
高
い
次
世
代

型
に
投
資
を
集
中
す
べ
き
。
規

制
緩
和
に
つ
い
て
は
、
政
府
の

や
り
方
で
は
足
り
な
い
」
と
方

向
性
に
は
賛
成
し
つ
つ
も
、
具

体
的
な
政
策
レ
ベ
ル
で
の
軌
道

修
正
を
行
う
べ
き
だ
と
の
べ

た
。

　

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は

「
凍
結
を
す
る
の
は
現
在
の
経

済
状
況
で
は
当
然
だ
が
、
１
年

半
後
に
は
経
済
状
況
に
か
か
わ

ら
ず
引
き
上
げ
る
と
い
う
政
府

の
方
針
に
は
首
を
か
し
げ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
の
べ
、「
い
く

ら
消
費
税
増
税
を
行
っ
て
も
今

の
ま
ま
の
社
会
保
障
制
度
で

は
、
底
に
穴
の
開
い
た
バ
ケ
ツ

に
水
を
入
れ
る
よ
う
な
も
の

で
、
意
味
が
な
い
。
社
会
保
障

改
革
を
行
っ
て
か
ら
、
増
税
を

行
う
べ
き
」
だ
と
し
た
。

　

具
体
的
な
社
会
保
障
制
度
改

革
の
提
案
と
し
て
、
医
療
分
野

に
つ
い
て
、「
制
度
は
本
当
に

必
要
な
人
の
た
め
に
あ
る
べ
き

で
、
お
金
の
あ
る
高
齢
者
が
子

ど
も
よ
り
も
医
療
費
窓
口
負
担

が
低
い
の
は
お
か
し
い
。
高
い

医
療
技
術
が
あ
っ
て
、
患
者
も

望
ん
で
い
る
の
に
使
え
な
い
の

は
お
か
し
い
」
と
述
べ
、
窓
口

負
担
の
一
律
化
や
混
合
診
療
解

禁
を
す
べ
き
だ
と
し
た
。
ま

た
、
年
金
に
つ
い
て
「
自
分
が

納
付
し
た
分
が
き
ち
ん
と
受
け

取
れ
る
、
積
み
立
て
方
式
へ
の

改
革
が
必
要
だ
」
と
強
調
し

た
。

　

今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
「
自

民
党
が
一
強
な
の
は
、
野
党
が

政
策
的
な
一
致
も
な
く
離
合
集

散
を
繰
り
返
し
、
国
民
か
ら
見

放
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
解
説

し
た
。

　

「
次
世
代
の
党
は
、
国
会
で

予
算
案
の
組
み
替
え
を
提
案
し

た
。
霞
ケ
関
の
官
僚
の
力
を
借

り
な
く
て
も
予
算
の
組
み
替
え

ま
で
提
案
で
き
る
責
任
野
党
で

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
ア
ピ

ー
ル
し
た
い
」
と
抱
負
を
の
べ

た
。

　

高
倉
健
さ
ん
や
菅
原
文
太
さ

ん
、
昭
和
を
代
表
す
る
俳
優
が

亡
く
な
ら
れ
た
。
菅
原
文
太
さ

ん
は
東
日
本
大
震
災
を
機
に
脱

原
発
を
表
明
し
、
市
民
運
動
を

組
織
し
代
表
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
。
ま
た
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
に
反
対
す
る
「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会
」
の
呼
び
か
け
人
に
名
を

連
ね
て
、
憲
法
９
条
を
守
る
運

動
を
精
力
的
に
し
て
い
た
。

　

代
表
作
「
仁
義
な
き
戦
い
」

で
は
、
高
度
経
済
成
長
の
下
で

社
会
的
に
排
除
さ
れ
て
い
く
ヤ

ク
ザ
の
悲
哀
を
見
事
に
演
じ

た
。
そ
の
名
演
技
に
は
、
彼
の

社
会
的
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
て

い
く
も
の
、
社
会
的
に
弱
い
も

の
へ
の
強
い
共
感
が
あ
っ
た
と

思
う
。
そ
う
し
た
銀
幕
で
の
精

神
が
社
会
問
題
を
鋭
く
捉
え
、

行
動
す
る
原
動
力
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

最
近
で
は
、
沖
縄
県
知
事
選

挙
で
、
普
天
間
基
地
の
辺
野
古

移
設
反
対
、
無
条
件
撤
去
を
掲

げ
た
翁
長
雄
志
氏
を
応
援
し
て

い
た
。
選
挙
の
結
果
は
、
ご
存

じ
の
通
り
、
翁
長
氏
の
圧
倒
的

勝
利
に
終
わ
っ
た
。
沖
縄
県
民

は
自
分
た
ち
の
人
権
を
守
る
た

め
に
、
米
国
に
も
、
そ
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
い
る
安
倍
政
権

に
も
「
Ｎ
Ｏ
」
を
突
き
つ
け
た

の
だ
。

　

こ
の
沖
縄
県
民
の
決
意
は
私

た
ち
本
土
で
暮
ら
す
者
に
と
っ

て
も
、
他
人
事
で
は
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
米
安
保
な
ど
、

私
た
ち
も
米
国
と
そ
の
言
い
な

り
の
政
府
に
よ
っ
て
人
権
を
侵

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

な
に
よ
り
、
同
じ
日
本
国
民

で
あ
る
沖
縄
の
人
々
の
困
難
を

共
有
し
、
共
に
克
服
す
る
こ
と

こ
そ
、
私
た
ち
の
あ
る
べ
き
姿

で
は
な
い
の
か
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
沖
縄
県

民
が
見
せ
た
、
自
ら
の
人
権
を

守
る
た
た
か
い
を
全
国
で
展
開

し
よ
う
。

　

日
本
は
全
て
の
エ
リ
ア
が
巨

大
地
震
と
火
山
の
危
険
性
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

　

レ
ベ
ル
７
と
い
う
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
爆
発
事
故
に
よ

る
、
未
曾
有
の
放
射
能
汚
染
を

経
験
し
た
わ
が
国
は
、
民
主
党

が
打
ち
出
し
た
２
０
３
０
年
代

に
は
「
原
発
稼
働
ゼ
ロ
」
と
い

う
方
針
を
撤
回
し
、
安
倍
政
権

に
よ
り
、
再
び
原
発
推
進
の
方

向
に
大
き
く
傾
い
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
で
は
、
原
発
を
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付

け
、
原
発
再
稼
働
方
針
を
打
ち

出
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
原

案
で
は
存
在
し
て
い
た
、
原
発

事
故
へ
の
深
い
反
省
を
示
す

「
原
発
事
故
は
我
が
国
の
社
会

に
対
し
て
甚
大
な
被
害
を
与
え

た
」「
事
故
の
反
省
と
教
訓
を

将
来
に
活
か
す
べ
く
」
な
ど
の

文
章
が
削
除
さ
れ
た
。

　

日
本
に
は
、
早
晩
廃
炉
と
な

る
30
年
以
上
稼
働
し
た
原
発
が

た
く
さ
ん
存
在
す
る
。
新
た
な

原
発
が
建
造
さ
れ
な
け
れ
ば
、

原
発
は
自
然
消
滅
す
る
運
命
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権
は
事

故
後
も
原
発
を
海
外
に
売
り
込

み
、
停
止
し
て
い
た
大
間
原
発

の
建
設
が
再
認
さ
れ
、
火
山
の

危
険
性
が
あ
り
不
完
全
な
避
難

計
画
段
階
で
の
川
内
原
発
の
再

稼
働
が
急
き
ょ
容
認
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
私
に
は
安
倍

政
権
は
、
認
め
な
い
と
説
明
し

て
い
た
新
た
な
原
発
建
設
を

も
、
今
後
は
承
認
す
る
方
向
だ

と
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　

東
京
電
力
は
原
発
事
故
後
、

３
兆
４
２
３
７
億
円
に
ま
で
膨

張
す
る
膨
大
な
資
金
を
特
別
に

長
期
に
借
り
入
れ
た
。
そ
の

後
、
政
府
は
１
兆
円
も
の
資
金

注
入
を
東
京
電
力
に
行
い
、
さ

ら
に
東
京
電
力
は
２
０
１
４
年

度
決
算
に
お
い
て
固
定
資
産
部

に
５
９
４
０
億
円
の
原
子
力
発

電
設
備
と
７
９
０
６
億
円
の
核

燃
料
費
用
を
計
上
し
、
あ
く
ま

で
原
子
力
発
電
所
を
使
い
続
け

灘
区　
　

山
中　
　

忍

安
倍
政
権
と
の

仁
義
「
あ
る
」
闘
い

北
区
・
歯
科　
　

川
西　

敏
雄

賃上げを求めるなら
診療報酬引き上げを

初の責任野党として
是々非々の立場貫く

総選挙総選挙

次世代の党

杉田　水脈氏
維新の党

新原　秀人氏

会員投稿会員投稿
「
投
票
に

「
投
票
に

  

行
こ
う
」

行
こ
う
」

る
姿
勢
を
強
く
示
し
て
い
る
。

東
京
電
力
が
膨
大
な
国
家
予
算

で
守
ら
れ
、
原
発
推
進
の
既
定

路
線
が
事
故
前
と
同
じ
よ
う
に

蘇
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

原
発
事
故
後
も
反
省
も
な

く
、
原
発
推
進
に
回
帰
す
る
安

倍
政
権
の
本
質
と
は
一
体
何
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

原
発
を
や
め
る
た
め
の
一
票

を
投
じ
た
い
も
の
で
あ
る
。
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政
策
部
で
は
総
選
挙
に
向

け
、
安
倍
自
公
政
権
の
２
年
間

の
総
括
と
各
政
党
の
総
選
挙
向

け
政
策
を
検
討
す
る
た
め
、
政

策
座
談
会
を
行
っ
た
。
参
加
者

は
池
内
春
樹
理
事
長
、
武
村
義

人
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
、

西
山
裕
康
政
策
部
副
部
長
（
副

理
事
長
）。
司
会
は
加
藤
擁
一

政
策
部
長
（
副
理
事
長
）
が
務

め
た
。

　

加
藤　

急
き
ょ
衆
議
院
の
解

散
が
決
ま
っ
た
。
安
倍
政
権
の

２
年
間
を
総
括
し
た
い
。

　

武
村　

医
療
・
介
護
総
合
法

の
成
立
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
し
た
閣
議
決
定
、
原

発
再
稼
働
、
消
費
税
の
再
増
税

な
ど
へ
の
国
民
的
批
判
の
高
ま

り
を
み
て
、
今
後
、
支
持
率
は

下
が
る
一
方
だ
か
ら
、
今
の
う

ち
に
解
散
総
選
挙
を
と
判
断
し

た
の
だ
ろ
う
。
国
民
の
声
が
解

散
に
追
い
込
ん
だ
の
だ
と
思

う
。マ

イ
ナ
ス
改
定
に

患
者
負
担
増
計
画

　

加
藤　

で
は
具
体
的
に
政
策

を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
社

会
保
障
政
策
は
ど
う
か
。

　

川
西　

診
療
報
酬
の
事
実
上

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
最
も
大
き

な
問
題
だ
。
政
府
は
社
会
保
障

の
充
実
を
理
由
に
し
て
消
費
税

増
税
を
強
行
し
た
が
、
あ
れ
は

ウ
ソ
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も
診

療
報
酬
に
は
全
く
回
ら
な
か
っ

た
。

　

武
村　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
消

費
税
増
税
で
医
療
機
関
の
損
税

が
増
え
て
、
経
営
は
苦
し
く
な

っ
た
。
今
年
の
会
員
意
見
実
態

調
査
で
も
医
業
収
入
は
減
る
一

方
で
、
経
費
が
増
え
て
い
る
と

の
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。

　

西
山　

経
済
界
に
は
賃
上
げ

を
要
求
し
、
３
０
０
万
人
と
い

わ
れ
る
医
療
従
事
者
給
与
の
原

資
で
あ
る
診
療
報
酬
を
抑
制
す

る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
ま

た
、
改
定
内
容
も
問
題
が
多

い
。
特
に
同
一
建
物
居
住
者
に

か
か
わ
る
在
宅
医
療
の
評
価
が

大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の

は
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
在
宅
に

力
を
入
れ
て
き
た
医
療
機
関
で

は
影
響
が
大
き
く
、
会
員
か
ら

も
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。
政

府
が
、
進
め
て
き
た
入
院
か
ら

在
宅
へ
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い

る
。

　

加
藤　

診
療
報
酬
改
定
以
外

で
は
ど
う
か
。
２
０
１
３
年
に

発
表
さ
れ
た
「
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
報
告
」
か
ら
、

昨
年
に
「
社
会
保
障
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
」、
今
年
「
医
療
・

介
護
総
合
法
」
が
成
立
し
た
。

　

池
内　

最
も
大
き
な
問
題

は
、
こ
れ
ま
で
国
民
の
生
存
権

保
障
の
た
め
に
社
会
保
障
制
度

を
充
実
さ
せ
る
責
任
は
国
に
あ

る
と
し
て
き
た
の
を
、
国
の
責

任
を
後
退
さ
せ
て
、
ま
ず
は
自

分
の
力
で
何
と
か
し
ろ
と
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
国
民
運
動

で
長
ら
く
実
施
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
て
き
た
70
歳
か
ら
74
歳
の
医

療
費
窓
口
負
担
の
１
割
も
、
２

割
へ
の
負
担
増
を
強
行
し
た
。

　

西
山　

医
療
・
介
護
総
合
法

で
は
、
介
護
で
も
負
担
増
が
実

施
さ
れ
る
。
年
金
収
入
の
年
額

が
２
８
０
万
円
以
上
の
利
用
者

の
自
己
負
担
が
現
在
の
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
65
歳
以
上
の
５
人
に

１
人
が
対
象
と
な
る
。
さ
ら

に
、
一
定
の
資
産
の
あ
る
人
に

は
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
居

住
費
や
食
費
に
対
す
る
補
助
を

行
わ
な
い
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

　

池
内　

そ
の
時
の
厚
労
省
の

説
明
は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。

厚
労
省
は
、
対
象
と
な
る
年
金

収
入
３
５
９
万
円
の
高
齢
夫
婦

に
つ
い
て
、
年
に
約
60
万
円
が

残
る
か
ら
負
担
に
耐
え
得
る
と

説
明
し
て
き
た
が
、
実
際
の
平

均
可
処
分
所
得
は
１
９
７
万
円

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
厚
労
大
臣
が
根
拠
を
撤

回
す
る
事
態
に
発
展
し
た
。

　

川
西　

根
拠
が
崩
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
法
の
成
立
を
強

行
し
た
与
党
は
許
し
が
た
い
。

県
知
事
が
進
め
る

医
療
提
供
体
制
縮
小

　

加
藤　

医
療
・
介
護
総
合
法

の
問
題
は
負
担
増
だ
け
で
は
な

い
。
病
院
や
介
護
施
設
へ
の
患

者
や
利
用
者
の
ア
ク
セ
ス
を
制

限
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

西
山　

各
病
院
が
病
床
機
能

を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る

と
い
う
「
病
床
機
能
報
告
制

度
」
が
実
施
さ
れ
る
。
そ
れ
を

元
に
策
定
し
た
「
地
域
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
実
行
す
る
た
め
、

知
事
が
各
医
療
機
関
に
対
し
、

医
療
機
能
の
転
換
、
新
規
開
設

・
増
床
の
中
止
な
ど
を
要
求
で

き
る
よ
う
に
し
、
従
わ
な
い
場

合
、
補
助
金
・
公
的
融
資
の
対

象
か
ら
除
外
す
る
と
し
て
い

る
。
県
の
権
限
が
強
く
な
り
、

首
長
や
議
員
の
選
出
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ピ
ン
チ
で
も
あ

る
。

　

武
村　

「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
盛
り
込
む
、
必
要
な
病

床
数
な
ど
は
厚
労
省
が
定
め
る

計
算
式
に
基
づ
く
の
で
、
病
床

削
減
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
、「
７
対
１
」
の
急
性
期
病

床
を
減
ら
す
た
め
に
、
要
件
を

厳
格
化
し
た
。

　

川
西　

結
局
、
患
者
を
病
院

に
入
院
さ
せ
ず
に
、
医
療
費
を

抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
（
図
１
）。

　

加
藤　

介
護
分
野
で
も
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
を

「
要
介
護
３
」
以
上
の
人
に
限

定
し
た
。
さ
ら
に
、「
要
支
援

者
」
へ
の
予
防
給
付
を
介
護
保

険
の
給
付
対
象
外
と
し
、
市
町

村
が
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
利
用
し
て
提
供
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
過
疎
と
高
齢

化
に
よ
る
人
手
不
足
と
財
源
不

足
の
た
め
、
受
け
皿
の
な
い
自

治
体
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

池
内　

今
で
も
、
介
護
施
設

に
入
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

に
医
療
支
出
目
標
を
定
め
、
医

療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
ま
で
議

論
し
て
い
る
。

国
民
生
活
切
り
捨
て
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　

加
藤　

首
相
が
総
選
挙
の
争

点
だ
と
言
っ
て
い
る
経
済
政
策

に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

池
内　

経
済
政
策
と
は
い
う

も
の
の
、
内
容
は
「
大
企
業
応

援
メ
ニ
ュ
ー
」
ば
か
り
だ
。

　

武
村　

金
融
緩
和
で
円
安
誘

導
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

恩
恵
を
得
た
の
は
、
輸
出
大
企

業
だ
け
。
円
安
で
生
活
必
需
品

の
値
段
が
上
が
り
、
国
民
の
生

活
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
患

者
さ
ん
と
の
会
話
で
も
生
活
が

楽
に
な
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
。

　

西
山　

金
融
緩
和
で
だ
ぶ
つ

い
た
資
金
は
株
式
市
場
に
流
れ

て
、
株
価
は
値
上
が
り
し
て
い

る
そ
う
だ
が
、
庶
民
に
は
関
係

の
な
い
こ
と
だ
。
恩
恵
が
あ
る

の
は
多
く
の
株
式
を
保
有
す
る

大
企
業
や
富
裕
層
だ
け
だ
。

　

川
西　

株
が
、
政
府
の
資
金

で
買
い
支
え
ら
れ
て
い
る
の
は

問
題
だ
。
政
府
は
さ
ら
に
株
高

を
維
持
す
る
た
め
に
、
年
金
基

金
で
の
株
式
運
用
分
を
増
や
す

と
し
て
い
る
。
国
民
の
大
切
な

老
後
資
金
を
投
機
的
な
市
場
に

流
し
込
む
こ
と
は
危
険
で
、
国

民
の
意
見
も
聞
い
て
い
な
い
。

　

加
藤　

ム
ダ
な
公
共
事
業
も

復
活
し
て
い
る
。
景
気
を
支
え

る
た
め
の
公
共
支
出
自
体
は
悪

い
こ
と
で
は
な
い
が
、
使
い
方

が
間
違
っ
て
い
る
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
ハ
コ
モ
ノ
な

ど
が
中
心
で
、
潤
う
の
は
一
部

の
ゼ
ネ
コ
ン
だ
け
だ
。

　

武
村　

公
共
投
資
を
増
や
す

の
で
あ
れ
ば
、
震
災
復
興
や
生

活
に
密
着
し
た
施
設
の
建
設
と

し
、
地
方
再
生
も
、
地
方
が
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
化
・
少
子

化
対
策
と
し
て
の
社
会
保
障
で

行
う
べ
き
だ
。

医
療
の
営
利

産
業
化
も
た
ら
す

　

武
村　

最
も
問
題
な
の
は
規

制
緩
和
だ
。
安
倍
首
相
は
「
い

か
な
る
既
得
権
益
も
、
私
の
ド

リ
ル
の
刃
の
前
で
は
無
傷
で
は

い
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
述
べ
、

規
制
緩
和
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は

医
療
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

加
藤　

す
で
に
混
合
診
療
に

道
を
開
く
「
患
者
申
出
療
養
」

制
度
の
創
設
が
決
ま
っ
て
し
ま

っ
た
。
全
国
に
１
０
０
程
度
あ

る
特
定
機
能
病
院
で
も
、
混
合

診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
混

合
診
療
が
拡
大
さ
れ
、
格
差
医

療
が
当
た
り
前
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

西
山　

会
員
意
見
実
態
調
査

で
も
、
患
者
申
出
療
養
、
混
合

診
療
の
全
面
解
禁
に
は
「
反

対
」
と
の
回
答
が
「
賛
成
」
よ

り
も
多
く
、
多
く
の
会
員
が
医

療
の
営
利
産
業
化
に
反
対
を
唱

え
て
い
る
。

　

川
西　

混
合
診
療
が
全
面
解

禁
さ
れ
れ
ば
、
安
全
性
や
有
効

性
の
な
い
薬
品
や
治
療
技
術
が

使
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ず
、
目
の
前
の
利
益
の
た
め
に

国
民
の
命
と
健
康
を
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
な
る
。

　

池
内　

推
進
し
て
い
る
の
は

日
米
の
財
界
だ
。
彼
ら
の
目
的

は
公
的
医
療
保
険
で
扱
う
べ
き

医
療
の
範
囲
を
縮
小
し
、
そ
の

分
を
自
由
診
療
に
移
し
替
え
て

儲
け
の
対
象
に
す
る
こ
と
だ
。

　

加
藤　

結
局
、
政
府
の
経
済

政
策
は
安
倍
首
相
が
公
言
し
て

い
る
「
日
本
を
世
界
で
一
番
企

業
が
活
動
し
や
す
い
国
」
こ
と

で
あ
り
、
国
民
の
生
活
を
良
く

す
る
こ
と
で
は
な
い
。

破
た
ん
し
た

「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」

　

武
村　

確
か
に
、
安
倍
自
公

政
権
の
経
済
政
策
は
大
企
業
に

と
っ
て
は
非
常
に
都
合
の
よ
い

も
の
ら
し
い
。
こ
の
間
、
円
安

で
儲
け
た
輸
出
大
企
業
や
株
高

で
儲
け
た
証
券
会
社
、
安
倍
首

相
の
「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
で

儲
け
た
商
社
な
ど
が
軒
並
み
自

民
党
へ
の
献
金
を
増
や
し
て
い

る
そ
う
だ
。

　

池
内　

大
企
業
が
賃
金
を
引

き
上
げ
ず
に
献
金
額
を
増
や
し

て
、「
カ
ネ
で
政
策
を
買
う
」

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
う
。

　

西
山　

政
府
は
い
ま
だ
に
大

企
業
が
儲
か
れ
ば
、
労
働
者
や

中
小
企
業
に
も
恩
恵
が
あ
る
と

い
う
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
を

主
張
し
て
い
る
が
、
先
進
国
で

の
実
証
性
は
な
い
。
実
際
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
政
策
で
、
大

企
業
の
経
常
利
益
は
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
る
が
、
国
民
の
賃

【入院】現在の一般病棟入院基本料等の病床数

〈2010（H22）年の病床数〉

328,518床

248,606床

33,668床 亜急性期

回復期リハ

17,551床*

64,881床*66,822床

213,462床

〈2025（H37）年のイメージ〉

７対１

10対１

13対１

15対１

2006年 07年

※厚生労働省に基づいて作成。一般病床の数は医療施設動態調査
　（各年10月未概数）を引用。入院基本料７対１の届け出病床数は、
　2006年が５月現在で他は７月現在。2012年は暫定値。

08年 09年 10年 11年 12年
在宅医療

長期療養（28万）

亜急性期等（26万）

一般急性期（35万）

高度急性期（18万）

外来医療

療養病棟

地
域
に
密
着
し
た
病
床（
24
万
）

（改）中医協　総－1
23，11，25

入りたくても
入れない人が

42万1259人

80
（万人）

60

40

20 2000 01 02 03 04 05 06 07 08 2009年

42万0899人

29万8912人

10万4599人

待機者

定員

厚生労働省資料より

る
（
図
２
）。
政

府
は
施
設
に
入
れ

る
人
を
限
定
す
る

の
で
は
な
く
、
先

進
国
並
み
に
介
護

施
設
を
整
備
す
べ

き
だ
。

　

加
藤　

選
挙
の

結
果
と
今
後
の
社

会
保
障
政
策
は
ど

う
関
連
す
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

西
山　

政
府
は

さ
ら
に
医
療
、
社

会
保
障
制
度
改
悪

を
続
け
る
つ
も
り

だ
。
患
者
負
担
増

特集　特集　総選挙総選挙　政策座談会　政策座談会

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

司
会加藤 擁一副理事長

武村 義人副理事長

川西 敏雄副理事長

図１　急性期病床の削減

図２　特別養護老人ホームの待機者と定員

だ
け
で
も
、
受
診
時

定
額
負
担
の
導
入
、

漢
方
薬
や
風
邪
薬
、

湿
布
薬
等
の
保
険
外

し
な
ど
が
目
白
押
し

だ
。
財
源
不
足
を

「
受
難
者
」
で
あ
る

患
者
に
求
め
る
の

は
、
社
会
保
険
の
原

則
に
反
す
る
。
ま

た
、
都
道
府
県
ご
と
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安
倍
首
相
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
継
続
の
有
無
を
争
点
に
衆
議

院
を
解
散
し
、
年
末
総
選
挙
に

打
っ
て
出
た
。

　

野
党
は
「
大
義
な
き
解
散
」

「
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
」

な
ど
と
、
今
回
の
総
選
挙
の
無

意
味
さ
を
主
張
し
て
い
る
。
衆

白
票
は
無
意
味
？

尼
崎
市　
　

西
原　

弘
道

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
は
９
条
を
骨
抜
き
に

明
石
市　
　

池
本　

恒
彦

会員投稿会員投稿
「
投
票
に
行
こ
う
」

「
投
票
に
行
こ
う
」

議
院
解
散
は
野
党
に
と
っ
て

は
、
こ
の
上
な
い
チ
ャ
ン
ス
の

は
ず
で
あ
り
、
常
に
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ

る
。
今
の
野
党
は
与
党
に
見
下

さ
れ
、
好
き
勝
手
に
さ
れ
て
悔

し
く
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で

以
上
の
奮
起
を
促
し
た
い
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
い
て
争
点

は
た
く
さ
ん
あ
る
。「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
」「
特
定

秘
密
保
護
法
」「
社
会
保
障
制

度
」「
原
発
再
稼
働
」
な
ど
、

日
本
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

世
間
で
は
「
ど
う
せ
与
党
が

勝
つ
」「
ど
の
政
党
に
投
票
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど

と
よ
く
耳
に
す
る
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
棄
権
す
る
理
由
に
は
な

ら
な
い
。
投
票
に
よ
り
自
分
の

意
見
を
表
わ
す
の
は
国
民
の
権

利
で
あ
り
、
政
治
家
は
わ
れ
わ

れ
国
民
の
た
め
に
働
く
代
理
人

で
あ
る
。
視
点
を
変
え
て
考
え

て
み
よ
う
。
白
票
は
大
き
な
力

を
有
し
て
い
る
と
思
う
の
だ
。

　

白
票
が
多
け
れ
ば
、
当
選
し

た
政
治
家
も
国
民
の
意
見
を
無

視
し
た
政
治
を
行
う
こ
と
を
た

め
ら
う
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
白
票
は
反
対
票
に
変
化
し

て
、
政
治
家
を
政
界
か
ら
退
場

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か

ら
だ
。
投
票
す
べ
き
政
党
が
な

け
れ
ば
、
白
票
を
投
じ
れ
ば
よ

い
。
多
数
の
白
票
が
政
治
家
の

暴
挙
を
抑
制
す
る
に
違
い
な

い
。
政
治
家
た
ち
に
わ
れ
わ
れ

国
民
が
常
に
監
視
し
て
い
る
こ

と
を
知
ら
し
め
る
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
が
投
票
率
だ
と
思
う
の
だ
。

　

貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
せ

ず
、
必
ず
投
票
に
行
こ
う
。

安
倍
自
民
党
の
思
い
通
り
に

さ
せ
な
い
た
め
投
票
へ

三
田
市
・
歯
科　
　

福
田　

俊
明

　

福
島
第
一
原
発
の
過
酷
事
故

か
ら
３
年
半
。
事
故
処
理
の
め

ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
の
ど
元

過
ぎ
れ
ば
…
と
い
う
わ
け
で
も

あ
る
ま
い
に
、
川
内
原
発
の
再

稼
働
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

世
界
の
流
れ
に
逆
行
す
る
暴
挙

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本

の
進
む
べ
き
道
は
、
原
子
力
に

依
存
し
な
い
、
安
全
で
ク
リ
ー

ン
な
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
確
立
で
あ
る
。

　

原
発
ゼ
ロ
の
穴
埋
め
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
自
然
減
を
含

む
省
エ
ネ
で
十
分
カ
バ
ー
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
が
な
さ
れ
た
。
日
本

の
若
者
が
再
び
戦
場
に
駆
り
出

さ
れ
、
徴
兵
制
に
つ
な
が
り
、

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
動
員
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
安
倍
政
権
は
、

ア
メ
リ
カ
の
た
め
に
海
外
で
戦

争
を
行
え
る
国
に
し
た
い
の
だ

ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
一
国
で
は
、

も
は
や
弱
体
化
し
、
紛
争
に
対

応
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
日

米
同
盟
の
名
の
も
と
、
日
本
の

自
衛
隊
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

利
用
し
た
い
。
そ
の
結
果
、
９

条
の
撤
廃
と
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
要
求
し
て
き
た
。
中
国

や
北
朝
鮮
脅
威
論
は
口
実
に
す

ぎ
な
い
の
だ
。

　

多
く
の
国
民
が
気
づ
か
な
い

う
ち
に
、
正
式
な
改
憲
手
続
き

な
し
に
憲
法
の
原
則
や
基
本
的

人
権
が
骨
抜
き
に
さ
れ
て
い

る
。
安
倍
自
民
党
は
、
こ
う
な

る
こ
と
を
意
識
的
に
狙
っ
て
い

る
。
投
票
に
も
行
か
な
い
、
半

分
近
く
の
主
権
者
が
棄
権
す

る
。
そ
の
結
果
、
誰
も
気
づ
か

な
い
う
ち
に
、
全
て
が
安
倍
自

民
党
の
望
み
通
り
に
何
と
な
く

決
ま
っ
て
い
く
。
黙
っ
て
い
な

い
で
投
票
に
行
こ
う
。

　

12
月
14
日
の
総
選
挙
の
公
示

が
12
月
２
日
に
さ
れ
た
。

　

安
倍
自
民
党
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
宣
伝
ば
か
り
し
て
い
る

が
、
本
当
の
争
点
で
あ
る
集
団

的
自
衛
権
や
特
定
秘
密
保
護
法

の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
言
わ
な

い
。

　

安
倍
政
権
が
７
月
１
日
に
強

行
し
た
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

容
認
し
た
「
閣
議
決
定
」
は
、

米
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ

ラ
ク
な
ど
で
戦
争
を
起
こ
し
た

際
、
自
衛
隊
が
こ
れ
ま
で
禁
止

さ
れ
て
い
た
「
戦
闘
地
域
」
で

の
軍
事
活
動
（
補
給
輸
送
な
ど

の
兵
站
活
動
）
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　

自
衛
隊
が
「
戦
闘
地
域
」
で

軍
事
活
動
を
行
え
ば
攻
撃
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
、
安
倍
首
相

は
攻
撃
さ
れ
れ
ば
武
器
を
使
用

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
７

月
15
日
参
議
院
予
算
委
員

会
）。
日
本
を
殺
し
殺
さ
れ
る

国
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

安
倍
首
相
は
「
地
域
や
世
界
の

平
和
を
守
る
責
任
を
果
た
す
た

め
の
有
意
義
な
決
定
」
と
自
画

自
賛
し
て
い
る
。
安
倍
首
相
の

閣
議
決
定
は
憲
法
９
条
を
骨
抜

き
に
し
、
日
本
を
戦
争
へ
の
道

に
走
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
を
は
じ

め
、
近
代
の
大
戦
争
は
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
に
よ
り
勃
発
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

挑
発
を
繰
り
返
し
、
し
び
れ

を
き
ら
し
て
、
そ
れ
に
反
撃
す

れ
ば
、
重
大
な
侵
略
行
為
と
見

な
さ
れ
る
。
戦
争
の
大
義
名
分

は
い
く
ら
で
も
こ
し
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
戦
争
が
起
こ
れ

ば
、
集
団
的
自
衛
権
の
た
め
、

安
保
条
約
な
ど
を
結
ん
だ
国
は

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
何
の
恨

み
も
な
い
国
と
戦
争
に
な
る
。

こ
う
し
て
大
戦
争
に
な
る
。
日

本
は
憲
法
９
条
の
お
か
げ
で
米

国
が
起
こ
し
た
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
の
戦
争
で
戦
死
者
を
出

さ
ず
に
済
ん
だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
戦
争
へ
の

道
の
隠
れ
み
の
で
あ
る
。
戦
争

に
反
対
す
る
政
党
に
投
票
し
よ

う
。

金
は
増
え
る
ど
こ
ろ
か
、
物
価

高
の
影
響
で
実
質
マ
イ
ナ
ス

だ
。
社
会
保
障
の
充
実
に
よ
る

所
得
再
分
配
が
重
要
だ
。

　

川
西　

と
こ
ろ
が
、
政
府
は

さ
ら
に
法
人
税
を
引
き
下
げ
る

と
言
っ
て
い
る
。
国
民
に
は
社

会
保
障
制
度
の
改
悪
や
消
費
税

で
負
担
を
増
や
し
、
大
企
業
に

は
減
税
と
い
う
の
は
さ
ら
に
格

差
を
拡
大
さ
せ
る
政
策
だ
。

「
原
発
ゼ
ロ
を
」

国
民
の
声
を
無
視

　

加
藤　

原
発
政
策
に
つ
い
て

は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

武
村　

露
骨
に
再
稼
働
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し

福
島
で
は
、
今
な
お
12
万
人
が

故
郷
を
奪
わ
れ
避
難
生
活
を
し

て
お
り
、
原
子
炉
の
冷
却
水
は

漏
れ
続
け
て
い
る
。
事
故
原
因

の
解
明
も
進
ん
で
い
な
い
現
状

で
、
再
稼
働
を
す
る
べ
き
で
な

い
と
い
う
の
が
多
く
の
国
民
の

気
持
ち
だ
ろ
う
。

　

西
山　

会
員
意
見
実
態
調
査

で
も
74
・
４
％
が
「
原
発
を
な

く
す
べ
き
」
と
答
え
て
い
る
。

　

川
西　

関
西
電
力
・
大
飯
原

発
３
・
４
号
機
の
運
転
差
し
止

め
を
命
じ
る
福
井
地
裁
の
判
決

で
は
、
個
人
の
生
命
を
守
り
生

活
を
維
持
す
る
と
い
う
人
格
権

の
侵
害
の
危
険
性
と
い
う
観
点

か
ら
、
原
発
の
「
稼
働
は
、
憲

法
上
は
人
格
権
の
中
核
部
分
よ

り
劣
位
に
お
か
れ
る
べ
き
も

の
」
と
述
べ
、
再
稼
働
を
認
め

な
い
と
し
た
。
政
府
も
判
決
を

踏
ま
え
て
、
原
発
再
稼
働
中
止

は
も
ち
ろ
ん
、
原
発
ゼ
ロ
の
立

場
に
立
つ
べ
き
だ
。

近
隣
諸
国
を
威
嚇
し

米
国
い
い
な
り
外
交

　

加
藤　

政
府
の
外
交
政
策
は

ど
う
だ
ろ
う
。
尖
閣
諸
島
や
慰

安
婦
問
題
、
首
相
の
靖
国
参
拝

な
ど
で
、
中
国
や
韓
国
と
の
関

係
は
悪
化
し
て
い
る
。

　

武
村　

一
方
で
、
特
定
秘
密

保
護
法
制
定
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
が
行
わ

れ
、
自
衛
隊
の
予
算
は
右
肩
上

が
り
だ
。

　

池
内　

中
国
の
脅
威
を
煽
っ

て
、
日
本
の
軍
事
力
を
制
度
的

に
も
、
装
備
的
に
も
強
く
す
る

方
向
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
が
、
紛
争
を
軍
事
力
で
な

く
話
し
合
い
で
解
決
し
よ
う
と

す
る
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

加
藤　

私
た
ち
医
師
に
と
っ

て
も
他
人
事
で
は
な
い
。
２
０

０
５
年
に
設
け
ら
れ
た
国
民
保

護
法
に
基
づ
い
て
厚
労
省
が
制

定
し
た
「
厚
生
労
働
省
国
民
保

護
計
画
」
で
は
、「
厚
生
労
働

省
医
政
局
は
、
必
要
に
応
じ
、

医
師
を
確
保
し
救
護
班
を
編
成

す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
ひ
と
た
び
、
武
力
衝
突

が
起
き
れ
ば
民
間
の
医
師
も
動

員
さ
れ
る
。

　

西
山　

特
定
秘
密
保
護
法
で

も
、
秘
密
を
扱
え
る
人
物
か
を

評
価
す
る
適
性
評
価
に
は
、
基

準
と
し
て
精
神
疾
患
に
関
す
る

事
項
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
国
か
ら
照
会
を
受
け
た
医

師
に
は
回
答
義
務
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
精

神
神
経
学
会
が
「
精
神
疾
患
や

精
神
障
害
に
対
す
る
偏
見
、
差

別
を
助
長
し
、
患
者
、
障
害
者

が
安
心
し
て
医
療
・
福
祉
を
受

け
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
す

る
」
と
反
対
を
し
て
い
る
の
は

も
っ
と
も
な
こ
と
だ
。

　

川
西　

集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
も
大
き
な
問

題
だ
。
他
国
の
攻
撃
か
ら
日
本

を
守
る
こ
と
は
、
個
別
的
自
衛

権
で
対
応
で
き
る
。
集
団
的
自

衛
権
と
は
、
直
接
関
係
の
な
い

第
３
国
間
の
紛
争
に
日
本
も
参

加
で
き
る
と
い
う
権
利
だ
。

　

加
藤　

こ
れ
ま
で
の
歴
代
自

民
党
政
権
の
憲
法
解
釈
で
も
で

き
な
い
と
し
て
き
た
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
を
、
国
民
的

議
論
、
国
会
で
の
審
議
も
な
い

ま
ま
、
閣
議
で
決
め
て
し
ま
う

の
は
本
当
に
恐
ろ
し
い
。

　

池
内　

安
倍
自
公
政
権
の
下

で
行
わ
れ
た
安
全
保
障
法
制
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要

請
を
受
け
た
も
の
だ
。
背
景
に

は
世
界
中
で
行
う
軍
事
行
動
に

日
本
を
参
加
さ
せ
た
い
と
い
う

ア
メ
リ
カ
の
思
惑
が
あ
る
。

　

西
山　

確
か
に
、
政
府
は
沖

縄
の
米
軍
普
天
間
基
地
の
辺
野

古
移
転
も
「
抑
止
力
」
を
理
由

に
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

抑
止
力
の
妄
信
が
紛
争
を
呼
び

こ
む
こ
と
は
、
歴
史
が
証
明
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

池
内　

沖
縄
で
は
、
辺
野
古

移
設
反
対
、
普
天
間
基
地
の
無

条
件
撤
去
を
掲
げ
、
沖
縄
協
会

の
要
請
を
受
け
て
協
会
と
し
て

も
応
援
し
た
翁
長
雄
志
氏
が
知

事
選
挙
で
勝
利
し
た
。
政
府
は

沖
縄
県
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る

べ
き
だ
。

　

川
西　

や
は
り
、
ア
メ
リ
カ

の
い
い
な
り
に
日
本
を
海
外
に

派
兵
で
き
る
国
に
す
る
の
に
は

反
対
だ
。
そ
れ
よ
り
も
中
国
や

韓
国
と
協
調
し
、
安
定
し
た
東

ア
ジ
ア
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

あ
き
ら
め
ず
に

選
挙
権
行
使
を

　

加
藤　

こ
こ
ま
で
の
議
論
で

確
か
に
大
企
業
・
ア
メ
リ
カ
い

い
な
り
の
ひ
ど
い
政
治
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ

に
対
抗
す
る
野
党
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

武
村　

野
党
も
頼
り
な
い
。

そ
も
そ
も
、
消
費
税
増
税
、
社

会
保
障
改
悪
は
民
主
党
政
権
が

自
公
両
党
と
「
３
党
合
意
」
の

上
で
進
め
た
も
の
だ
。
民
主
党

は
自
民
党
と
の
対
決
姿
勢
を
強

め
て
い
る
が
、
や
は
り
信
頼
は

で
き
な
い
と
思
う
。

　

西
山　

維
新
の
党
や
次
世
代

の
党
は
、
自
民
党
の
「
規
制
緩

和
」
を
「
か
け
声
だ
け
に
終
わ

っ
て
い
る
」
と
批
判
し
て
い

る
。
規
制
は
弱
者
を
守
る
た
め

に
も
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の

政
党
の
議
席
が
今
回
の
選
挙
で

増
え
れ
ば
、
自
民
党
と
一
緒
に

く
中
止
、
原
発
ゼ
ロ
な
ど
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
党
が
一

定
の
勢
力
を
も
っ
て
、
政
府
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
の
が
理
想

で
は
な
い
か
。

　

西
山　

確
か
に
、
安
倍
自
公

政
権
と
そ
の
応
援
団
だ
け
の
国

会
は
、
来
年
の
重
要
政
策
の
決

定
を
考
え
る
と
危
険
だ
。

　

加
藤　

報
道
で
は
、
今
回
の

選
挙
で
も
自
民
党
が
勝
利
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

自
民
党
が
大
幅
に
議
席
を
減
ら

せ
ば
、
党
内
で
も
安
倍
首
相
の

責
任
を
問
う
声
が
大
き
く
な
る

の
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
な
れ

ば
、
少
し
は
国
民
の
声
を
聞
い

た
り
、
野
党
の
批
判
を
受
け
入

れ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。

　

西
山　

そ
の
た
め
に
も
「
ど

う
せ
自
民
党
が
勝
つ
だ
ろ
う
」

と
思
わ
ず
に
、
意
思
表
示
を
し

て
ほ
し
い
。
選
挙
は
国
民
主
権

を
行
使
す
る
最
も
大
切
な
権
利

だ
。
自
分
で
考
え
て
投
票
す
れ

ば
、
ど
の
候
補
で
も
い
い
と
思

う
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
自
分

が
投
票
し
た
候
補
や
政
党
が
ど

う
い
っ
た
政
策
を
掲
げ
て
、
国

会
で
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
の

か
興
味
が
わ
く
は
ず
だ
。
そ
れ

が
、
政
治
へ
の
関
心
を
膨
ら
ま

せ
る
こ
と
に
な
り
、
政
治
的
民

度
の
高
い
国
に
な
る
。
無
投
票

は
現
状
の
追
認
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

池
内　

こ
の
選
挙
に
は
「
大

義
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
確

か
に
、
安
倍
首
相
が
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
衆
議
院
を
解
散
し
、

６
０
０
億
円
の
税
金
を
選
挙
に

使
う
の
は
「
無
駄
遣
い
」
と
の

批
判
も
分
か
る
。
し
か
し
、
首

相
に
大
義
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
国
民
に
は
政
権
の
暴
走

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
大

義
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
２
年

間
で
政
府
が
し
て
き
た
こ
と
、

各
党
の
主
張
を
よ
く
考
え
て
、

ぜ
ひ
投
票
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

加
藤　

今
日
は
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

池内 春樹理事長

西山 裕康副理事長
な
っ
て
社
会
保

障
改
悪
を
し
か

ね
な
い
。

　

川
西　

生
活

の
党
や
共
産

党
、
社
民
党
は

リ
ベ
ラ
ル
な
政

党
と
し
て
、
社

会
保
障
の
充
実

や
消
費
税
増
税

の
延
期
で
は
な

つづき
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平和を基盤とする福祉の国めざそう平和を基盤とする福祉の国めざそう

　

患
者
さ
ん
の
願
い
の
代
弁
者

と
し
て
協
会
が
５
万
筆
を
め
ざ

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
は
、

１
万
筆
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

　

今
回
の
総
選
挙
で
は
、
私
た

ち
の
請
願
を
か
な
え
て
く
れ

る
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
人
を
選

ぼ
う
。
候
補
者
の
経
歴
と
政
見

を
よ
く
比
較
検
討
し
て
、
私
た

ち
の
基
本
方
針
で
あ
る
、「
平

和
を
基
盤
と
す
る
福
祉
の
国
づ

く
り
」
を
少
し
で
も
推
進
す

る
、
生
活
者
の
た
め
に
こ
ん
な

こ
と
を
し
た
い
と
い
う
新
人
を

選
ぼ
う
。

　

み
ん
な
で
日
本
を
弱
者
に
や

さ
し
い
国
に
変
え
る
た
め
、
日

本
国
憲
法
を
真
に
私
た
ち
の
も

の
と
す
る
た
め
に
投
票
に
行
こ

う
。

て
ま
で
解
散
す
る
大
義
名
分
は

な
い
。

　

安
倍
自
公
政
権
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
円

安
・
株
高
を
も
た
ら
し
た
だ
け

で
庶
民
の
願
い
で
あ
る
景
気
回

復
は
ま
だ
ま
だ
だ
。
火
力
発
電

所
の
燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る

と
の
理
由
で
、
国
土
の
荒
廃
を

も
た
ら
す
原
発
を
再
稼
働
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
す
る
こ

と
で
経
済
発
展
す
る
こ
と
も
可

能
な
は
ず
だ
。

　

安
倍
首
相
は
解
散
総
選
挙
を

決
断
し
た
。
自
民
・
公
明
・
民

主
の
三
党
合
意
で
決
め
た
「
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

で
、
来
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
決
断
で

き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
年
末

に
重
要
法
案
を
審
議
未
了
に
し

日
常
診
の
お
礼
と

診
内
研
５
０
０
回
に

研究部　　　　

清水映二理事

　

10
月
26
日
、「
い
ま
問
う　

あ
な
た
の
情
熱
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
第
23
回
日
常
診
療
経
験

交
流
会
を
開
催
し
、
２
０
３
人

の
参
加
を
得
た
。
来
年
は
10
月

25
日
に
開
催
す
る
予
定
だ
。
医

科
・
歯
科
・
薬
科
連
携
企
画
も

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
企
画
と
し
た
い
。
今
後
と

も
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　

診
療
内
容
向
上
研
究
会
は
10

月
11
日
、
５
０
０
回
を
迎
え

た
。
１
９
６
４
年
５
月
に
第
１

回
を
開
催
し
て
以
来
、
50
年
か

け
て
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
で
、
全
国
唯
一
の
医
科

・
歯
科
・
薬
科
一
体
の
協
会
と

し
て
、
多
く
の
先
生
の
臨
床
に

役
立
つ
研
究
会
を
開
催
し
て
い

き
た
い
。
ぜ
ひ
、
講
師
案
な

ど
、
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
。

　

今
年
４
月
に
消
費
税
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
賃
金

は
上
が
ら
ず
、
消
費
が
低
迷

し
、
国
民
の
大
部
分
は
苦
し
ん

で
い
る
。
消
費
税
は
ほ
と
ん
ど

社
会
保
障
に
使
わ
れ
ず
、
大
部

分
が
公
共
事
業
や
大
企
業
の
減

税
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
大

消
費
税
増
税
で

国
民
生
活
苦
し
く北阪神支部　　　

谷口紀善評議員

企
業
は
潤
い
賃
金
も
上
が
る

が
、
中
小
企
業
に
は
増
税
だ
。

さ
ら
に
、
政
府
は
保
険
料
を
引

き
上
げ
、
窓
口
負
担
増
を
行
お

う
と
し
て
い
る
。

　

私
も
「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担

増
」
署
名
を
進
め
て
い
る
が
、

突
然
の
衆
議
院
解
散
を
ふ
ま

え
、
今
後
政
府
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の

か
、
執
行
部
の
見
解
を
聞
き
た

い
。
今
、
多
く
の
審
議
を
残
し

な
が
ら
、
６
０
０
億
円
を
使
い

総
選
挙
を
行
う
の
は
、
誰
の
た

め
の
解
散
な
の
か
。
政
治
は
国

民
の
た
め
に
あ
っ
て
こ
そ
政
治

だ
。子

宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

北阪神支部　　　

金川清人評議員

　

現
在
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
定
期

阪
神
・
淡
路
20
年

集
い
へ
ご
参
加
を西宮・芦屋支部　

谷端美香評議員

接
種
の
積
極
的
勧
奨
が
中
止
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
接
種
後
の

痛
み
や
運
動
障
害
な
ど
を
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
大
々
的
に
報
道
し

た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
厚
生
科
学
審
議
会

予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会

の
専
門
家
た
ち
は
、
副
反
応
患

者
と
ワ
ク
チ
ン
自
体
と
の
因
果

関
係
は
乏
し
く
、
多
く
は
機
能

性
身
体
症
状
、
つ
ま
り
は
精
神

的
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
は
「
現
時
点
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
が
疑
わ
し
い
と
す
る

理
由
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ

（
米
国
疾
病
予
防
セ
ン
タ

ー
）、
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
（
国
際
産
婦

人
科
連
合
）
も
こ
の
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
。
日

本
産
婦
人
科
学
会
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
は
命
を
救
う
ワ
ク
チ

ン
で
あ
る
と
ま
で
言
っ
て
い

る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
今
後
増
え
る
で

あ
ろ
う
子
宮
頸
が
ん
を
防
ぐ
た

め
ワ
ク
チ
ン
を
も
っ
と
推
奨

し
、
啓
蒙
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
保
険
医
協
会
が

そ
の
先
頭
に
立
っ
て
努
力
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
20
年
の
プ
レ
企

画
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

行
い
、
20
年
を
迎
え
る
来
年
１

月
17
日
に
は
、
西
宮
市
役
所
東

館
で
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
20

年
の
集
い
」
を
開
催
す
る
。

　

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の

小
出
裕
章
助
教
と
映
画
監
督
の

鎌
仲
ひ
と
み
氏
と
の
対
談
、
心

肺
蘇
生
講
習
会
、
被
災
地
の
医

療
・
社
会
保
障
を
考
え
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
映
像

と
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
で
、
20

年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

「
震
災
経
験
を
語
り
継
ぐ
・
風

化
さ
せ
な
い
・
新
た
な
つ
な
が

り
を
拡
げ
る
」
取
り
組
み
を
行

う
予
定
だ
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
会
員
・

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
多
様
な
要
求
に
応
え
た
取
り

組
み
や
、
東
日
本
大
震
災
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

問
わ
れ
る
沖
縄
知
事
選

神戸支部　　　　

藤末　衛評議員

　

本
日
は
、
沖
縄
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
だ
。
沖
縄
の
若
い
医

療
関
係
の
職
員
と
話
す
と
「
オ

ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
基
地
が
な
く
な

ら
な
い
よ
う
な
日
本
に
、
昔
の

沖
縄
の
人
は
な
ぜ
復
帰
し
よ
う

と
し
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
わ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
土
復

帰
の
運
動
を
し
た
高
齢
者
は

「
私
た
ち
は
平
和
憲
法
の
あ
る

日
本
に
復
帰
し
た
か
っ
た
」
と

答
え
る
そ
う
だ
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
今
回
の

沖
縄
県
知
事
選
挙
は
、
日
本
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
問

わ
れ
る
選
挙
だ
と
思
う
。
日
本

政
府
は
、
古
く
は
琉
球
処
分
か

ら
、
何
度
も
沖
縄
を
抑
圧
し
て

き
た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
も
と

で
の
、
最
新
鋭
の
米
軍
基
地
建

設
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

　

来
る
べ
き
総
選
挙
も
、
憲
法

を
実
現
す
る
気
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
政
治
に
問
う
選
挙

に
な
る
だ
ろ
う
。

脱
原
発
は

胸
突
き
八
丁
？神戸支部　　　　

住友直幹評議員

　

世
界
で
は
４
２
６
基
の
原
発

が
稼
働
中
で
、
使
用
済
み
核
燃

料
は
世
界
で
17
万
５
５
０
０
ト

ン
、
日
本
で
１
万
７
３
１
５
ト

ン
あ
る
が
、
最
終
処
分
場
は
こ

れ
ま
で
一
つ
も
な
い
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
原
発
の

地
下
に
２
０
２
０
年
完
成
予
定

で
最
終
処
分
場
を
作
っ
て
い

る
。
周
辺
の
地
殻
は
18
億
年
火

山
・
地
震
の
痕
跡
が
み
ら
れ
な

い
、
安
定
し
た
岩
盤
の
中
に
つ

く
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
は
、
プ
レ
ー
ト
の
端
に

存
在
し
、
地
下
20
㎞
ま
で
の
上

部
地
殻
が
複
雑
・
不
安
定
な
構

造
を
し
て
い
る
。
日
本
に
最
終

処
分
場
の
適
地
は
あ
り
得
る
の

か
。
す
べ
て
の
原
発
が
稼
働
し

た
ら
１
年
に
１
千
ト
ン
の
使
用

済
み
核
燃
料
が
生
じ
る
の
に
、

再
稼
働
な
ど
言
語
道
断
だ
。

「
有
毒
な
遺
産
を
意
図
的
に
未

来
に
残
す
の
は
、
人
類
史
上
我

々
が
初
め
て
」
と
い
う
言
葉
が

重
い
。

　

生
命
を
守
り
、
未
来
を
守
る

反
原
発
の
運
動
を
、
協
会
と
し

て
も
さ
ら
に
積
極
的
に
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す
る
。

　

政
策
宣
伝
実
行
委
員
会
は
、

県
民
に
医
療
問
題
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
大
型
宣
伝
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
大
型
宣
伝
の
方

認
知
度
ア
ッ
プ
に

広
報
部
の
新
設
を明石支部

辻　一城理事
　

北
播
支
部
で
は
、
毎
月
定
例

の
世
話
人
会
で
企
画
を
検
討

し
、
認
知
症
の
研
究
会
や
接
遇

研
修
会
を
開
催
し
た
。
来
週
に

は
世
話
人
会
と
併
せ
て
「
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
に
つ

い
て
、
ミ
ニ
学
習
会
を
開
催
す

る
。
組
織
活
動
と
し
て
、
北
播

磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
定
期

的
に
訪
問
し
、
１
０
０
人
を
超

え
る
医
師
に
資
料
を
配
付
し
、

準
会
員
の
入
会
を
得
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
医
科
・
歯
科

新
規
指
導
、
適
時
調
査
に
際

し
、
歯
科
に
も
入
会
い
た
だ

患
者
負
担
軽
減
の

た
め
何
が
で
き
る
か

北播支部　　　　

柏木有二予備評議員

針
に
つ
い
て
支
部
討
議
の
依
頼

が
あ
り
、
支
部
で
も
討
議
中

だ
。
現
在
の
大
型
宣
伝
は
、
景

品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
と
ラ
ジ

オ
関
西
出
演
の
二
本
柱
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
先
の
会
員
意
見

実
態
調
査
で
の
評
判
が
芳
し
く

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
員
の

過
半
数
は
大
型
宣
伝
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
意
見
が
多
か
っ

た
新
聞
広
告
、
テ
レ
ビ
番
組
な

ど
は
多
額
の
費
用
が
必
要
だ
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
今
の
大

型
宣
伝
を
気
に
入
っ
て
お
り
、

足
り
な
い
の
は
会
員
へ
の
周
知

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
少
な

い
費
用
で
知
恵
を
使
っ
た
広
報

を
続
け
る
こ
と
が
協
会
の
身
の

丈
に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
や
会
員
医
療
機
関
で
の
広
報

に
力
を
い
れ
た
ら
ど
う
か
。
今

後
さ
ら
に
広
報
を
充
実
さ
せ
、

協
会
の
認
知
度
ア
ッ
プ
、
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
政

策
宣
伝
実
行
委
員
会
の
一
部
門

と
し
て
で
も
、
広
報
部
の
新
設

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

き
、
勤
務
医
院
内
セ
ミ
ナ
ー
も

要
請
し
て
い
る
。

　

最
近
の
情
勢
は
、
医
療
で
は

病
床
の
削
減
と
平
均
在
院
日
数

の
大
幅
な
短
縮
を
行
い
、
介
護

で
は
在
宅
介
護
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
て
、
病
院
か
ら
は

き
出
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
受
け

皿
を
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
に

思
え
る
。

　

ど
ん
ど
ん
医
療
・
介
護
難
民

も
増
え
、
外
来
受
診
時
定
額
負

担
や
入
院
の
給
食
費
の
自
己
負

担
増
、
介
護
保
険
の
２
割
の
利

用
料
負
担
な
ど
、
ま
す
ま
す
患

者
負
担
が
重
く
な
る
。
わ
れ
わ

れ
も
い
か
に
負
担
を
軽
減
す
る

か
、
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

支
部
会
員
の

要
求
に
応
え
る北摂・丹波支部

森下順彦理事

　

支
部
で
は
医
科
歯
科
一
体
の

支
部
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。

毎
月
の
幹
事
会
は
医
科
歯
科
あ

わ
せ
て
、
毎
回
８
人
前
後
が
参

加
さ
れ
て
い
る
。

　

歯
科
会
員
対
象
の
企
画
も
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
、
医
科
・

歯
科
社
保
審
査
に
つ
い
て
の
会

員
懇
談
会
で
は
27
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。
縦
覧
点
検
や
算
定
時

の
審
査
強
化
が
行
わ
れ
て
返
戻

照
会
が
多
発
し
て
い
る
が
、
来

年
４
月
以
降
さ
ら
に
審
査
が
強

化
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後

歯
科
会
員
の
要
望
に
こ
た
え
る

た
め
に
、
引
き
続
き
医
科
歯
科

一
体
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
た
が
非
常
に
好
評
だ
っ

た
。
支
部
は
広
大
で
開
催
場
所

に
困
難
も
あ
る
が
、
今
後
と
も

（
７
面
に
つ
づ
く
）

発　
　
　
　

言　

発　
　
　
　

言　
（
要
旨
）

（
要
旨
）

憲
法
を
実
現
す
る
た
め

投
票
に
行
こ
う

ああ    

いい    

ささ    

つ　つ　
（
大
要
）

（
大
要
）

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

　

協
会
が
11
月
16
日
に
開
催

し
た
第
86
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
の
大
要
、

発
言
、
執
行
部
答
弁
の
要
旨

を
掲
載
す
る
。
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（
６
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

但
馬
は
、
人
口
で
は
兵
庫
県

の
３
％
だ
が
、
面
積
は
４
分
の

１
を
占
め
る
。
卒
後
研
修
制
度

の
改
変
で
医
師
不
足
に
直
面

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
縮
小

さ
れ
な
が
ら
、
何
と
か
維
持
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
出
て
き
た

の
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
構
想
だ
。

こ
れ
は
、
全
国
一
の
す
ば
ら
し

い
救
急
体
制
に
な
っ
て
お
り
、

公
立
豊
岡
病
院
に
多
く
の
医
師

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
良
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
。
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
が
患
者
振
り
分
け
だ
け
で
な

く
、
独
自
に
ベ
ッ
ド
を
も
っ
て

診
療
も
す
る
の
で
、
救
急
と
重

な
る
循
環
器
科
な
ど
の
専
門
医

と
の
す
み
わ
け
が
む
ず
か
し
く

な
り
、
複
数
の
循
環
器
科
医
師

が
や
め
て
し
ま
っ
た
。

　

公
立
八
鹿
病
院
で
は
、
県
か

ら
派
遣
さ
れ
た
病
院
管
理
者

が
、
新
た
に
赴
任
し
た
院
長
補

佐
ら
と
、
経
営
を
全
面
に
押
し

出
し
た
病
院
改
革
人
事
を
強
行

し
、
何
人
も
の
医
師
が
辞
表
を

出
す
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
11

月
上
旬
に
は
医
師
と
看
護
職
員

が
病
院
管
理
者
の
罷
免
を
要
求

す
る
嘆
願
書
を
養
父
市
に
提
出

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
八
鹿

病
院
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
な

い
。
地
域
の
雇
用
問
題
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

県
の
へ
き
地
医
療
政
策
の
結

果
で
あ
り
、
危
惧
さ
れ
る
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
県
全
体
の

問
題
と
し
て
、
先
生
方
の
関
心

　

当
院
は
、
こ
の
夏
、
台
風
で

２
回
も
床
下
浸
水
の
被
害
を
被

っ
た
。
毎
回
、
協
会
か
ら
お
見

舞
い
に
来
て
い
た
だ
き
、
非
常

に
あ
り
が
た
い
。

　

そ
の
際
「『
ス
ト
ッ
プ
患
者

負
担
増
』
署
名
を
進
め
て
く
れ

な
い
か
」
と
い
う
話
が
あ
り
、

病
院
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
多
く
の
患
者
さ
ん
が
署
名

に
快
く
参
加
し
て
く
れ
て
い

る
。
国
民
負
担
や
患
者
負
担
、

何
も
か
も
が
上
が
っ
て
い
く
。

富
裕
層
な
ど
能
力
の
あ
る
人
に

負
担
し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
国
民
皆
保
険
制
度
は
絶

対
に
つ
ぶ
し
て
は
い
け
な
い
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
、
勤
務
医

に
対
し
て
協
会
の
説
明
会
を
開

催
し
、
私
か
ら
も
、
直
接
案
内

を
行
っ
て
い
る
。
協
会
も
さ
ら

に
、
勤
務
医
の
先
生
へ
の
働
き

か
け
を
強
め
る
べ
き
だ
。
協
会

の
共
済
制
度
を
若
い
頃
か
ら
利

用
す
れ
ば
、
安
心
し
て
日
々
の

診
療
に
打
ち
込
め
る
。
各
種
研

究
会
は
、
臨
床
経
験
豊
富
な
講

師
か
ら
最
新
の
知
見
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
と
も
、
地

道
な
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
。

　

歯
科
会
員
は
勤
務
医
会
員
含

め
現
在
１
９
８
０
人
で
、
２
千

人
ま
で
あ
と
20
人
の
実
増
で
達

成
で
き
る
。
歯
科
部
会
は
１
９

７
３
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

毎
年
実
増
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
こ
れ
は
医
科
歯
科
一
体
で

魅
力
あ
る
事
業
を
発
展
し
て
き

た
た
ま
も
の
で
あ
る
。
医
院
経

営
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
協
会

の
事
業
へ
の
信
頼
と
期
待
が
歯

科
医
師
の
中
に
定
着
し
て
い

る
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
運
動
の
取
り
組
み
は
、
協

会
の
重
点
活
動
に
常
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
先
月
開
催
さ

れ
た
保
団
連
全
国
歯
科
交
流
会

に
も
兵
庫
か
ら
11
人
が
参
加
し

た
。
低
賃
金
長
時
間
労
働
の
た

め
に
若
い
歯
科
技
工
士
の
離
職

率
が
８
割
に
上
り
、
歯
科
技
工

物
を
造
る
担
い
手
が
い
な
く
な

る
。
歯
科
医
療
の
土
台
が
崩
れ

か
ね
な
い
事
態
を
、
緊
急
に
改

善
す
べ
き
こ
と
が
共
通
認
識
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
温
か

い
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

秋
の
組
織
強
化
月
間
と
し
て

会
員
数
７
２
４
５
人
の
目
標
を

掲
げ
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在

７
２
０
１
人
だ
。
医
科
が
ど
う

し
て
も
死
亡
会
員
が
多
い
の

で
、
７
２
０
０
人
台
を
保
と
う

と
か
ん
ば
っ
て
い
る
。
勤
務
医

拡
大
で
は
北
播
磨
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
や
兵
庫
医
大
、
豊
岡
病

院
な
ど
で
協
力
を
得
て
い
る
。

　

私
も
垂
水
区
の
11
医
療
機
関

を
事
務
局
員
と
回
り
、
入
会
の

呼
び
か
け
や
署
名
の
協
力
依
頼

を
行
っ
た
。
概
ね
好
意
的
な
反

応
だ
。
一
部
、
対
応
が
厳
し
い

先
生
も
お
ら
れ
、
政
治
的
な
背

景
の
違
い
も
あ
っ
て
理
解
い
た

だ
け
な
い
先
生
も
い
る
の
か
な

と
感
じ
て
い
る
。
そ
う
い
う
趣

旨
で
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

保
険
医
に
な
っ
て
60
年
を
超

え
た
。
開
業
す
る
と
、
医
学
と

は
別
に
保
険
制
度
の
体
系
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保

険
制
度
は
も
と
も
と
戦
前
、
富

国
強
兵
策
の
一
環
と
し
て
作
ら

れ
た
制
度
だ
。
そ
れ
で
、
保
険

医
に
な
る
と
、
大
学
で
行
っ
て

い
た
医
学
と
全
然
話
が
違
う
。

開
業
早
々
、
技
官
か
ら
「
こ
う

い
う
治
療
を
す
る
必
要
は
な

い
」
と
言
わ
れ
た
。

　

私
が
保
険
医
協
会
を
作
ろ
う

と
し
た
理
由
は
、
権
力
を
持
っ

た
技
官
が
正
し
い
医
療
を
ね
じ

曲
げ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と

だ
。
す
で
に
協
会
を
作
っ
て
い

た
大
阪
や
京
都
の
先
輩
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
保
険
医
が
団
結

し
な
け
れ
ば
、
不
当
減
点
は
な

く
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。

そ
れ
で
、
戸
嶋
先
生
と
二
人
で

苦
労
し
て
保
険
医
協
会
を
作
っ

た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
レ

セ
プ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

広
い
観
点
か
ら
点
検
す
る
制
度

を
協
会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

保
険
医
療
の
中
心
は
開
業
医

だ
。
皆
さ
ん
の
奮
闘
を
お
願
い

し
た
い
。
ぜ
ひ
理
事
会
で
議
論

し
て
ほ
し
い
。

　

ま
ず
金
川
評
議
員
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
だ
が
、
総
論
的
に

は
、
わ
れ
わ
れ
は
ワ
ク
チ
ン
で

防
げ
る
病
気
は
防
ご
う
と
い
う

ス
タ
ン
ス
だ
。
安
全
性
・
有
効

性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
保
険

医
協
会
は
研
究
機
関
で
は
な
い

の
で
、
世
の
中
の
研
究
の
動
向

を
敏
感
に
見
て
い
き
た
い
。
有

害
事
象
が
必
ず
付
い
て
回
る
の

で
、
そ
れ
に
対
す
る
保
障
を
す

る
。
こ
の
３
点
の
立
場
で
や
っ

て
い
き
た
い
。
保
団
連
も
こ
の

立
場
で
あ
る
。

　

次
に
谷
端
評
議
員
か
ら
の
発

言
だ
が
、
西
宮
・
芦
屋
支
部

は
、
医
科
・
歯
科
一
体
で
非
常

に
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
、
嬉
し

く
思
う
。
特
に
震
災
20
周
年

は
、
１
月
17
日
が
土
曜
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
神
戸
支
部
と

連
携
し
、
メ
モ
リ
ア
ル
企
画
を

行
う
。
保
団
連
も
共
催
し
、
大

き
な
取
り
組
み
に
し
た
い
。

　

柏
木
予
備
評
議
員
、
森
下
理

事
、
谷
垣
理
事
の
発
言
に
つ
い

て
、
広
域
な
地
域
で
の
取
り
組

み
で
日
々
困
難
が
あ
る
な
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
会
を
活
発
に

開
催
し
て
お
ら
れ
る
。
署
名
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
住

民
と
医
療
機
関
が
結
び
つ
く
こ

と
が
大
切
だ
。
北
摂
・
丹
波
支

部
か
ら
は
、
審
査
・
指
導
に
つ

い
て
の
懇
談
会
の
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
の
た
び
出
さ
れ
た
日
本

弁
護
士
連
合
会
の
意
見
書
で

は
、
保
険
医
の
権
利
を
擁
護
す

る
と
い
う
立
場
と
、
も
う
一

つ
、
医
療
を
受
け
る
側
の
国
民

の
権
利
を
尊
重
す
る
、
こ
の
二

つ
の
立
場
で
出
さ
れ
て
お
り
、

強
力
な
味
方
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
る
。
こ
れ
を
軸
に
審
査
・

指
導
対
策
を
や
っ
て
き
た
い
。

　

但
馬
支
部
は
、
過
去
に
公
立

病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出

さ
れ
、
公
的
病
院
の
縮
小
と
統

廃
合
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

が
、
住
民
運
動
で
か
な
り
持
ち

こ
た
え
た
と
こ
ろ
だ
。
医
師
不

足
は
都
会
で
も
表
れ
て
お
り
、

救
急
や
小
児
科
の
問
題
を
考
え

る
と
、
日
本
全
体
の
問
題
だ
。

社
会
保
障
費
削
減
問
題
と
あ
わ

せ
、
医
師
不
足
に
つ
い
て
訴
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

文
書
発
言
の
松
本
評
議
員
か

ら
は
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
れ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

　

淡
路
支
部
は
、
今
年
は
台

風
、
昨
年
は
地
震
と
災
害
に
多

く
み
ま
わ
れ
た
。
病
院
を
中
心

に
、
署
名
や
会
員
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

す
る
。

　

宮
武
理
事
が
提
起
し
た
会
員

拡
大
だ
が
、
医
科
正
会
員
は
高

齢
に
な
り
、
少
し
減
少
し
て
い

る
。
淡
路
支
部
か
ら
の
発
言
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
勤
務
医
拡

大
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
紹

介
状
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
勤
務
医
は
ず
い
ぶ
ん

増
え
、
全
国
的
に
も
増
え
て
い

る
が
、
勤
務
医
部
会
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
川
口
先
生
の
、
審
査

対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

　

清
水
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
日
常
診
療
経
験
交
流
会
の
成

功
に
つ
い
て
、
尽
力
に
お
礼
申

し
上
げ
る
。
会
員
の
要
求
に
沿

っ
た
大
切
な
活
動
だ
。
今
後
も

力
添
え
い
た
だ
き
た
い
。

　

松
浦
評
議
員
代
理
か
ら
の
産

廃
問
題
は
、
地
域
の
先
頭
に
立

っ
て
奮
闘
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
。
困
難
は
つ

き
も
の
だ
が
、
住
民
合
意
が
大

事
だ
。
住
民
が
主
人
公
と
い
う

立
場
で
、
誇
り
を
も
っ
て
つ
づ

け
て
い
た
だ
き
た
い
。
協
会
も

全
力
で
支
援
し
た
い
。

　

谷
口
評
議
員
か
ら
、
消
費
税

増
税
で
国
民
生
活
は
大
変
、
社

会
保
障
改
悪
プ
ラ
ン
次
々
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。「
ス
ト
ッ
プ

患
者
負
担
増
」
署
名
は
７
千
筆

を
超
え
た
。
全
力
を
あ
げ
た

い
。
総
選
挙
で
は
、
特
定
の
政

党
候
補
者
の
応
援
は
し
な
い

が
、
協
会
の
要
求
実
現
を
求
め

て
取
り
組
み
た
い
。

　

藤
末
評
議
員
か
ら
、
沖
縄
問

題
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問

題
、
保
革
を
超
え
た
闘
い
が
基

地
問
題
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ

れ
は
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
全
国
で
連
帯
し
て
い
く
べ

き
も
の
だ
。
神
戸
に
も
六
甲
山

に
米
軍
基
地
が
あ
っ
た
が
、
市

民
運
動
と
反
戦
平
和
の
運
動
で

撤
廃
で
き
た
経
験
が
あ
る
。

　

住
友
評
議
員
か
ら
の
反
原
発

に
つ
い
て
、
福
島
原
発
で
の
悲

惨
な
事
故
を
見
れ
ば
、
再
稼
働

に
怒
り
を
感
じ
る
。「
胸
突
き

八
丁
」
は
、
す
ぎ
れ
ば
展
望
が

開
け
る
と
い
う
こ
と
。
が
ん
ば

り
た
い
。

　

辻
理
事
か
ら
、
政
策
宣
伝
に

工
夫
を
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
大
企
業
の
よ
う
に
お
金

を
か
け
て
は
で
き
な
い
が
、
工

夫
し
て
い
き
た
い
。
広
報
部
に

つ
い
て
は
、
役
割
な
ど
検
討
し

て
い
き
た
い
。

但
馬
地
域
の

病
院
問
題
に
関
心
を

但馬支部　　　

谷垣正人理事

勤
務
医
拡
大
と

署
名
活
動
の
取
り
組
み

淡路支部　　　　

中谷正史評議員

組
織
強
化
月
間
へ

ご
協
力
の
お
願
い組織部　　　　

宮武博明理事

歯
科
２
千
人

会
員
へ
ご
協
力
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団体定期
生命保険 

■ 過去５年平均の配当率は45％
■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり

■ 加入者数5000人を超えました
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

死亡保険は安さが一番です死亡保険は安さが一番です
いま話題のネット生保といま話題のネット生保と
比べてください比べてください！！

病気やケガの休業に備えて、
高い保険料を払っていませんか？

最長75歳まで、730日の充実保障／割安な掛金が満期
まで上がりません／掛け捨てではありません／弔慰・
高度障害給付あり／自宅療養、代診をおいても給付／
精神疾患も給付／所得補償保険との重複受給ＯＫ

休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店手数料を含まない、非営利･助け合い共済です休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店手数料を含まない、非営利･助け合い共済です

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

阪神・淡路大震災20年メモリアルシンポジウム「巨大災害と人権保障」

『創造的復興』の原点は神戸にあった『創造的復興』の原点は神戸にあった
－ショック・ドクトリンで収奪される被災地－
◇メインスピーカー ライター　古川美穂氏
◇「全国災害対策連絡会16年の成果」全国保険医団体連合会会長　住江　憲勇先生
◇「震災20年、開業医はいかに闘ったか」兵庫県保険医協会副理事長　武村　義人先生
◇「20年間の生活相談から」ひょうご福祉ネットワーク・ケースワーカー　正津　房子氏
2015年１月17日（土）16時30分～18時30分　協会５階会議室

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで
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　阪神・淡路大震災から20年。ジャーナリストとして、「震災に乗じた中央
や外からの資本に食い物にされる被災地」を現地目線で取材されている古川
氏らから報告いただき、シンポジウムを開催します。
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Ⅰ．はじめに
　栄 養 サ ポ ー ト チ ー ム（nutrition 
support team；NST）は、チーム医療の
実践形態の一つとしてわが国に定着しつ
つある。さまざまな職種が集うNSTは、
新しい医療の可能性を示す場として期待
が高まり、一定の効果は得られている。
しかし、十分な病状改善が得られず、治
療に難渋することも少なくない。そのよ
うな場合に、漢方治療を積極的に取り入
れることで効果が得られる場合がある。

Ⅱ．NSTの目標と利点
　NSTの主な目標は、①患者の栄養状態
を評価し、栄養管理が必要か否かを判定
する、②適切な栄養管理が無駄なく行わ
れているかのチェック、指導、提言を行
う、③患者の早期退院や社会復帰を助
け、QOLを向上させることである。
　NSTの利点は、治療への有益性であ
る。具体的には、早期に経口栄養に移行
することで在院日数が短縮する。消化管
運動促進により代謝が促され、免疫機能
が向上することにより合併症や感染症の
予防効果が期待できる。また“食べる”
という人間の根源的な欲求を回復しう
る。食べ物を舌で味わうことで患者さん
に生きる喜びをもたらし、治療効果向上
へとつながることが期待できる。

Ⅲ．NSTに漢方治療が
　　必要な理由、主な対象疾患
　人類は元来飢えとの戦いの時期が長か
ったが、漢方治療はその中で培われてき
たため、消化管機能低下時や飢餓状態に
対しての対応は得意であると言える。実
際のNSTでの対象疾患は、主に栄養不
良、褥瘡、重症感染症等であり、そのよ
うな症例に漢方治療は積極的に応用でき
ると考える。また、現代医学では説明不
可能な症状にも対応可能である。

Ⅳ．症例提示
　（症例１）アルコールの過剰摂取を背
景に下痢が続き、摂食不能に陥って救急
搬送されてきた。来院時体重は29㎏、著
しいるいそうと脱水を認め、身体所見は
悲惨な状況だった（図１）。入院後、補

液を行い脱水は改善したものの慢性の水
様性下痢が持続し、低残渣食を開始した
が腹痛が出現、下痢も悪化したため中止
となった。慢性的に続く下痢が持続し、
食物が排出されてしまうため経口栄養が
困難であった。
　NSTで検討後、整腸剤や成分栄養剤が
投与されたが腹痛や下痢は一向に改善し
ない。西洋医学的に決め手となる治療が
見出せない中、漢方治療が考慮された。
漢方医学的には、腹力虚で腹壁は薄くベ
ニア板状、心窩部に痞（つかえ）があり
典型的な人参湯の証を示していた。
　人参湯を7.5g／日分３で投与を開始し
たところ、腹痛も起きずに服用すること
ができ、翌日には下痢が改善傾向をみせ
始めた。40病日には低残渣食再開し、60
病日には下痢が数日に１回程度に減少し
体重も35㎏にまで増加。その後も食事量
は順調に増え、褥瘡も治癒。入院５カ月
後には栄養状態も改善して体重は42㎏を
超えた（図１）。歩行訓練も可能となり
リハビリ病院へ転院となった。下痢によ
る摂食困難を漢方薬で改善できる可能性
を示した１例だと思われる。
　（症例２）脳梗塞に痔瘻、褥瘡、強い
貧血がみられた74歳男性は、十全大補湯
の併用で濃厚赤血球やエリスロポエチン
製剤の投与が不要となり、皮膚症状や栄
養状態も改善した。
　（症例３）慢性感染症で人工呼吸器管
理となった71歳男性は、補中益気湯併用
２週間で栄養状態が改善し、易感染を脱
した。
　（症例４）心疾患改善後に食欲不振と
なり、精神不安状態を呈した87歳の女性
は、六君子湯投与開始の翌日から食欲が

栄養サポートチーム（NST）における
漢方治療の実際

～えっ、こんな時にも使えるの～

図１　症例１（胸部・腹部の写真）

宝塚市・ありしま内科　　有島　武志先生講演

回復し、３日後に
は病院食を全量摂
取するまでになっ
た。

Ⅴ．漢方治療
　　の利点
　NSTでは主に補
剤を栄養療法の併
用薬として選択
し、難治性の感染

性が高い。患者満足度も自ら意思を伝え
られない重症者などで、食欲や症状の改
善がはっきりみえてくる漢方治療では患
者と治療者の満足度がほぼ一致する。
NSTはまさに漢方的アプローチが有効な
領域そのものではないかと感じる。

Ⅵ．今後の展望～在宅医療への
　　応用の可能性～
　在宅医療の対象となる高齢者において
は、「食事はとれているのか？」「眠れて
いるのか？」「便は出ているのか？」と
いった人間の基本的活動が満たされてい
るかどうかが特に重要である。NST同
様、在宅医療においても栄養管理を含め
た漢方治療の果たせる役割は大きいと考
えられる。
　漢方は現代医療とは異なった視点を持
つ医学体系を有し、現代医学が不得手と
する領域にも幅広く対応し得る。これか
らの医療は現代医療と漢方医療がうまく
融和した新しい医療が必要であると考え
られる。
（６月28日　西宮・芦屋支部漢方研究会
より）

症など管理が難しい例に積極的に使用で
きる（表）。補剤の利点は消化吸収能を
高めることで、すべての作用のベースが
そこにあると思われる。
　もう一つ、漢方薬の他の治療薬にはな
い有益な点に、皮膚病変への効果があ
る。例えば十全大補湯にみられる皮膚再
生効果は、褥瘡や感染症による瘻孔形成
を呈する例が多いNSTの現場で極めて有
用となる。
　通常のNSTのみで対応できない例は、
決して少なくないが、そこに漢方治療を
加えることで治療効果は高まる（図
２）。すなわち生体の恒常性の乱れを修
復することにより、種々のストレスに対
する生体防御機能を回復させ、治癒促進
を図ることが可能となる。
　とりわけ、個々の状態に合わせて処方
選択ができる点は有益で、十全大補湯を
使いたいが胃腸症状があるという例な
ら、まず補中益気湯で胃腸を整えること
から始めていくという柔軟な方法も可能
である。さらに、六君子湯など機序が明
らかな漢方薬の登場で患者の漢方治療へ
の理解が向上し、服薬意欲も高まる。経
管投与する場合にも錠剤などと比べ利便

初診時 入院５カ月

体重29.0kg 体重42.6kg

表　NSTにおいて頻用する漢方薬

図２　NSTへの漢方治療の導入

・十全大補湯　→栄養不良、貧血、皮膚病変

・補中益気湯　→栄養不良、食欲低下、倦怠感

・六君子湯　　→食欲低下、嘔気、嘔吐

・人参湯　　　→栄養不良、食欲低下、下痢、腹部の冷え

・大建中湯　　→サブイレウス、腹部の冷え、腹痛

通常のNST
■経口・経腸・経静脈栄養
■褥瘡対策
■その他

漢方治療
■証（状態）にあわせて
　漢方薬を選択
　（補気剤、補血剤等）

・栄養状態改善がより早まり、かつ高まる
・免疫機能改善が期待できる
・褥瘡等皮膚症状の再生・治癒が促進される
・個々の状態に合わせた幅広い処方が可能

年末年始は休日加算の算定をお忘れなく
■年末年始（12月29日～１月３日）
　休診の急患受診は、休日加算の算定を
　年末年始（12月29日～１月３日）は、休日加算の対象と
なります。この間に休診している医療機関、または診療し
ている医療機関で、標榜時間以外の時間に「急病等やむを
得ない理由で受診した患者」に診療を行った場合は、休日
加算が算定できます。
　ただし、休日加算を算定した場合、時間外加算、深夜加
算、時間外加算の特例または夜間・早朝等加算は、あわせ
て算定できません。
　なお、届出医療機関においては、12月29日～１月３日の
診療時間中には夜間・早朝等加算が算定できます。

（参考）
　休日加算で定められている休日とは、日曜日、国が定め
る祝日および年末年始（12月29日～１月３日）をいいま
す。従って、年末年始であっても12月29日～１月３日以外
の日や夏季のお盆休みなど、医療機関が独自に定めた休診
日は休日加算の対象にはならず、時間外加算または深夜加
算で算定することになりますので、ご留意ください。

■年末年始の長期投与について
　１回14日分の投与日数の制限がある新薬、向精神薬、麻
薬についても、年末年始にかかる場合は、１回の処方につ
き30日分まで投与できます。その場合は必ずレセプトの摘
要欄または処方せんに「年末年始のため」と注記していた
だく必要があります。


